
「猫と漢詩」札記 -古代から唐代まで-

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2008-05-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 後藤, 秋正

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.32150/00005641URL



河
田
聡
美
「
イ
ヌ
の
い
る
風
景
－
唐
詩
に
描
か
れ
た
イ
ヌ
た
ち
」
（
『
中
居
文
学
の
視
角
』
 
 

創
文
社
、
一
九
九
人
所
収
）
 
は
、
『
詩
経
』
 
か
ら
晩
唐
ま
で
の
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
イ
ヌ
の
 
 

多
様
な
描
写
を
跡
づ
け
て
、
「
漠
代
以
来
の
象
徴
的
か
つ
観
念
的
な
イ
ヌ
描
写
か
ら
脱
し
、
 
 

杜
甫
に
始
ま
り
、
中
居
以
後
増
加
す
る
、
リ
ア
ル
で
個
別
的
な
イ
ヌ
描
写
も
ま
た
、
中
唐
 
 

を
転
換
点
と
す
る
大
き
な
文
学
史
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
、
一
つ
の
新
し
い
表
現
形
式
 
 

だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
猫
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
箱
で
は
、
イ
ヌ
と
 
 

同
様
に
詩
人
た
ち
の
身
近
に
存
在
し
た
小
動
物
で
あ
っ
た
は
ず
の
猫
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
 
 

が
詩
歌
に
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
必
要
 
 

に
応
じ
て
散
文
作
品
も
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
考
察
に
際
し
て
は
、
当
然
、
ネ
コ
を
 
 

意
味
す
る
漢
字
を
検
索
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
イ
ヌ
が
犬
、
狗
、
成
な
ど
を
始
め
と
し
て
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
ネ
コ
に
つ
い
て
は
、
異
名
や
別
名
を
 
 
 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要
 
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
 
第
五
十
七
巻
 
第
二
号
 
平
成
十
九
年
二
月
 
 

は
じ
め
に
 
 

「
猫
と
漢
詩
」
札
記
 
 

－
古
代
か
ら
唐
代
ま
で
－
 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
枝
漢
文
学
研
究
室
 
 

後
 
藤
 
秋
 
正
 
 

大
雅
・
韓
突
に
一
 
 

孔
楽
韓
土
 
 

川
沢
許
許
 
 

紡
惧
甫
甫
 
 

嗅
嗅
塵
鹿
 
 

有
能
…
有
無
 
 

有
猫
有
虎
 
 

慶
既
令
居
 
 

猫
 
（
猫
）
 
が
最
も
早
く
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
『
礼
記
』
郊
特
牲
で
あ
ろ
う
か
〔
 
 

古
之
君
子
、
便
之
必
報
之
。
迎
猫
、
為
其
食
田
鼠
也
。
迎
虎
、
為
其
食
田
家
也
、
迎
 
 
 

而
祭
之
也
。
 
 

古
の
君
子
は
、
之
を
使
え
ば
必
ず
之
に
報
ゆ
。
猫
を
迎
う
る
は
、
其
の
田
鼠
を
食
ら
 
 
 

う
が
為
な
り
。
虎
を
迎
う
る
は
、
其
の
田
家
を
食
ら
う
が
為
な
り
。
迎
え
て
之
を
祭
る
 
 
 

な
り
。
 
 
 

蝶
と
い
う
の
は
、
毎
年
の
十
二
月
に
、
人
々
の
生
活
、
と
り
わ
け
農
耕
に
役
立
つ
万
物
 
 

の
神
を
祭
る
こ
と
を
指
す
。
天
子
の
大
崎
に
お
い
て
は
、
先
薔
・
司
薔
・
農
・
郵
表
畷
・
 
 

猫
虎
・
坊
・
水
庸
・
昆
虫
の
八
神
を
祭
る
と
い
う
。
こ
こ
で
猫
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、
 
 

蝶
の
祭
に
お
い
て
、
猫
の
神
戸
を
迎
え
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
猫
そ
の
も
の
を
迎
 
 

え
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
猫
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
詩
に
登
場
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
詩
経
』
 
に
は
、
 
 

除
け
ば
、
猫
、
も
し
く
は
循
の
字
し
か
用
い
ら
れ
な
町
。
 
 

一
唐
代
以
前
の
猫
 
 

例
が
見
え
る
。
 
 

は
な
は
 
 

孔
だ
楽
し
韓
の
土
 
 

川
沢
 
許
許
た
り
 
 

紡
惧
 
甫
甫
た
り
 
 

庵
魔
 
境
嗅
た
り
 
 

能
…
有
り
熊
有
り
 
 

猫
有
り
虎
有
り
 
 

慶
し
て
既
に
居
ら
し
む
 
 
 



後 藤 秋 正  

や
す
た
の
し
 
 

韓
姑
燕
誉
 
韓
姑
 
燕
ん
じ
誉
め
り
 
 
 

韓
突
の
一
篇
は
、
韓
の
国
の
物
産
が
豊
か
な
こ
と
を
賛
美
し
て
お
り
、
こ
の
猫
は
、
一
毛
 
 

伝
」
に
、
「
猫
、
似
虎
浅
毛
者
也
。
」
 
（
猫
、
虎
に
似
て
浅
毛
な
る
者
な
り
。
）
 
と
言
っ
て
い
 
 

る
よ
う
に
、
飼
猫
で
は
な
く
、
山
猫
の
た
ぐ
い
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
尚
柔
和
・
秋
田
成
 
 

明
編
訳
『
中
国
社
会
風
俗
史
』
（
東
洋
文
庫
一
五
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
）
は
、
「
塵
鹿
」
 
 

の
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

猫
を
野
獣
と
一
緒
に
並
べ
て
い
る
か
ら
、
周
で
は
ま
だ
家
畜
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
 
 
 

あ
る
。
だ
か
ら
十
二
月
に
山
野
の
万
物
を
祭
る
蝶
祭
に
も
、
猫
を
加
え
て
い
る
。
…
…
 
 
 

以
上
の
ほ
か
に
、
周
で
は
ま
た
犬
に
鼠
を
捕
ら
え
さ
せ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
、
犬
の
 
 
 

能
力
を
見
分
け
る
専
門
家
さ
え
現
れ
て
い
る
。
…
…
犬
に
つ
い
で
利
用
さ
れ
た
の
は
、
 
 
 

狸
で
あ
る
。
…
…
た
だ
狸
は
凶
悪
な
性
質
で
あ
っ
て
、
鼠
は
取
る
が
そ
の
筈
も
多
か
っ
 
 
 

た
か
ら
、
漠
で
は
既
に
飼
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
『
礼
記
』
と
『
詩
経
』
の
猫
に
つ
い
て
、
金
沢
庄
三
郎
『
猫
と
鼠
』
（
【
参
考
文
献
】
 
 

参
照
）
 
は
、
「
毛
伝
」
を
根
拠
と
し
て
、
「
猫
は
猫
の
俗
字
で
あ
る
が
、
今
日
い
ふ
所
の
ネ
 
 

コ
で
は
な
く
虎
の
一
種
で
毛
の
短
い
も
の
の
別
名
で
あ
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
 
 
 

『
楚
辞
』
 
に
は
、
猫
は
登
場
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
文
選
』
 
に
も
猫
の
語
は
 
 

見
ら
れ
な
い
。
前
掲
『
中
国
社
会
風
俗
史
』
 
は
、
猫
が
前
漠
の
こ
ろ
か
ら
飼
わ
れ
始
め
た
 
 

こ
と
を
指
摘
し
た
後
に
、
『
世
説
新
語
』
を
引
い
て
、
貌
晋
の
こ
ろ
に
は
鼠
の
害
が
多
か
っ
 
 

た
こ
と
を
言
い
、
「
貌
晋
の
頃
に
は
ま
だ
猫
の
少
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
」
と
指
摘
し
て
 
 

い
る
。
岡
田
章
雄
 
『
犬
と
猫
』
 
（
【
参
考
文
献
】
 
参
照
）
 
も
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
「
中
 
 

国
で
猫
を
飼
う
風
習
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
前
漠
の
こ
ろ
か
ら
で
、
唐
代
に
は
犬
や
鶏
と
な
 
 

ら
ん
で
大
切
な
家
畜
と
し
て
家
々
に
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
 
 

と
言
い
、
さ
ら
に
、
「
中
国
の
場
合
、
狸
が
猫
と
全
く
違
う
動
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
は
っ
 
 

き
り
し
な
い
の
だ
が
、
猫
が
飼
い
な
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
唐
の
時
代
ら
し
い
。
」
 
 

と
も
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
『
北
史
』
巻
六
十
一
、
独
孤
随
伝
（
『
隋
書
』
巻
七
九
に
も
）
 
 

に
は
、
「
猫
鬼
」
 
の
話
が
見
え
て
い
る
。
 
 

随
性
好
左
道
、
其
外
祖
母
高
氏
先
事
猫
鬼
、
己
殺
其
舅
郭
沙
羅
、
因
転
入
其
家
。
上
 
 

微
聞
而
不
信
。
会
献
皇
后
及
楊
素
妻
鄭
氏
倶
有
疾
、
召
医
視
之
、
皆
目
、
此
猫
鬼
疾
。
 
 

上
以
随
、
后
之
異
母
弟
、
随
妻
、
楊
素
之
異
母
妹
、
由
是
意
随
所
為
。
…
…
随
脾
徐
阿
 
 

よ 

尼
日
、
本
従
随
母
家
来
、
常
事
猫
鬼
、
毎
以
子
日
夜
祀
之
。
言
子
者
鼠
也
。
其
猫
鬼
毎
 
 

殺
人
者
、
所
死
家
財
物
潜
移
於
畜
猫
鬼
家
。
…
…
後
上
初
従
井
州
還
、
随
於
園
中
謂
阿
 
 

尼
日
、
可
令
猫
鬼
向
皇
后
所
、
使
多
賜
書
物
。
阿
尼
復
呪
之
、
遂
入
宮
中
。
楊
遠
乃
於
 
 

門
下
外
省
遣
阿
尼
呼
猫
鬼
、
阿
尼
於
是
夜
中
置
香
粥
一
盆
、
以
匙
抑
而
呼
日
、
猫
女
可
 
 

米
、
無
住
宮
中
。
久
之
、
阿
尼
色
正
青
、
若
被
牽
扱
者
、
云
猫
鬼
己
至
。
上
以
其
事
下
 
 

公
卿
。
奇
章
公
牛
弘
日
、
妖
由
人
興
、
殺
其
人
、
可
以
絶
臭
。
上
令
横
車
載
夫
妻
、
将
 
 

賜
死
於
其
家
。
随
弟
司
勲
侍
中
整
詣
闘
求
哀
、
於
是
免
臨
死
、
除
名
、
以
其
妻
楊
氏
為
 
 

尼
。
 
 

つ
か
 
 
 

随
 
性
 
左
道
を
好
む
、
其
の
外
祖
母
高
氏
 
先
に
猫
鬼
に
事
え
、
己
に
其
の
舅
の
 
 

郭
沙
羅
を
殺
し
、
因
り
て
転
じ
て
其
の
家
に
入
る
。
上
 
微
し
く
聞
き
て
信
ぜ
ず
。
会
 
 

た
ま
献
皇
后
及
び
楊
素
の
妻
鄭
氏
は
倶
に
疾
有
り
、
医
を
召
し
て
之
を
祝
し
む
る
に
、
 
 

皆
な
日
く
、
此
れ
猫
鬼
の
疾
と
。
上
 
随
は
、
后
の
異
母
弟
、
随
の
妻
は
、
楊
素
の
異
 
 

お
も
 
 

母
妹
な
る
を
以
て
、
是
に
由
り
て
随
の
為
す
所
と
意
う
。
…
…
随
の
姫
の
徐
阿
尼
日
く
、
 
 

つ
ね
 
 

本
と
随
の
母
の
家
よ
り
来
り
、
常
に
猫
鬼
に
事
え
、
毎
に
子
の
日
の
夜
を
以
て
之
を
祀
 
 

こ
と
 
る
。
子
と
言
う
卦
鼠
な
り
。
其
の
猫
鬼
 
人
を
殺
す
者
あ
る
毎
に
、
死
す
る
所
の
家
の
 
 

や
し
な
 
 

財
物
も
て
潜
か
に
猫
鬼
を
畜
う
家
に
移
す
。
…
…
後
 
上
 
初
め
井
州
よ
り
還
る
に
、
 
 

抱
 
囲
中
に
於
い
て
阿
尼
に
謂
い
て
日
く
、
猫
鬼
を
し
て
皇
后
の
所
に
向
か
わ
し
め
、
 
 

い
の
 
 

多
く
吾
に
物
を
賜
ら
し
む
可
し
と
。
阿
尼
 
復
た
之
を
呪
り
、
遂
に
宮
中
に
入
る
。
楊
 
 

遠
は
乃
ち
門
下
外
省
に
於
い
て
阿
尼
を
遣
り
て
猫
鬼
を
呼
ば
し
む
る
に
、
阿
尼
 
是
に
 
 

於
い
て
夜
中
 
香
粥
一
盆
を
置
き
、
匙
を
以
て
如
き
て
呼
び
て
日
く
、
猫
女
 
来
る
可
 
 

と
ど
 
 

し
、
宮
中
に
住
ま
る
こ
と
無
か
れ
と
。
之
を
久
し
く
し
て
、
阿
尼
 
色
正
に
青
き
こ
と
、
 
 

牽
捜
せ
ら
る
る
者
の
若
く
、
猫
鬼
己
に
至
れ
り
と
云
う
。
上
 
其
の
事
を
以
て
公
卿
に
 
 

下
す
。
奇
章
公
牛
弘
日
く
、
妖
は
人
に
由
り
て
興
る
、
其
の
人
を
殺
さ
ば
、
以
て
絶
つ
 
 

可
し
と
。
上
 
授
章
を
し
て
夫
妻
を
載
せ
し
め
、
将
に
死
を
其
の
家
に
賜
わ
ん
と
す
。
 
 

い
た
 
 

随
の
弟
 
司
勲
侍
中
整
は
闘
に
詣
り
て
哀
れ
み
を
求
め
、
是
に
於
い
て
随
の
死
を
免
じ
 
 
 



「猫と漢詩」札記   

唐
代
に
入
る
と
、
猫
に
関
す
る
記
述
は
格
段
に
増
え
て
く
る
。
『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
 
 

高
宗
廃
后
王
氏
伝
に
見
え
る
、
庶
人
に
落
と
さ
れ
た
良
梯
の
斎
氏
が
、
武
后
（
武
則
夫
）
 
 

を
罵
っ
て
言
っ
た
、
「
願
阿
武
為
老
鼠
、
吾
作
猫
児
、
生
生
拒
其
喉
。
」
 
（
願
わ
く
は
阿
武
 
 
 

老
鼠
と
為
ら
ば
、
吾
 
猫
児
と
作
り
て
、
生
生
 
其
の
喉
を
拒
せ
ん
。
）
 
と
い
う
言
葉
 
 

な
ど
は
、
唐
代
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
武
后
は
怒
り
、
こ
 
 

の
こ
と
が
あ
っ
て
以
後
、
宮
中
で
は
猫
を
飼
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
永
徽
 
 

年
間
 
（
六
五
〇
～
六
五
五
）
 
ま
で
に
は
、
鼠
の
害
を
避
け
る
た
め
に
宮
中
で
猫
が
飼
わ
れ
 
 

て
、
除
名
し
、
其
の
妾
楊
氏
を
以
て
尼
と
為
す
。
 
 
 

「
左
道
」
と
は
、
巫
重
な
ど
の
呪
術
の
こ
と
。
「
猫
鬼
」
は
、
猫
の
妖
怪
の
た
ぐ
い
で
 
 

あ
ろ
う
。
人
を
殺
し
て
そ
の
家
の
財
物
を
盗
み
取
る
猫
鬼
が
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
事
件
に
懲
り
た
高
祖
・
文
帝
は
、
開
皇
十
人
年
（
五
九
人
）
五
月
に
、
「
蓄
猫
鬼
・
轟
毒
・
 
 

厭
魅
・
野
道
之
家
、
投
於
四
裔
。
」
 
（
猫
鬼
・
轟
毒
・
厭
魅
・
野
道
を
蓄
う
る
の
家
は
、
四
 
 

商
に
投
ず
。
）
 
と
い
う
詔
を
出
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
話
柄
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
、
『
太
平
広
記
』
巻
四
十
五
、
「
猫
鬼
」
 
の
 
 

項
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 
 

隋
大
業
之
季
、
猫
鬼
事
起
。
家
養
老
猫
為
厭
魅
、
頗
有
神
霊
。
遽
相
謹
告
、
京
都
及
 
 
 

郡
県
被
諌
我
者
、
数
千
鎗
家
。
萄
王
秀
、
皆
坐
之
。
隋
室
既
亡
、
其
事
亦
寝
。
 
 

隋
の
大
業
の
季
、
猫
鬼
の
事
起
こ
る
。
家
に
老
猫
を
養
い
て
厭
魅
を
為
し
、
頗
る
神
 
 
 

霊
有
り
。
速
い
に
相
い
謹
告
し
、
京
都
及
び
都
県
の
諌
載
せ
ら
る
る
者
、
数
千
鎗
家
。
 
 

や
 
 
 

萄
王
秀
、
皆
な
之
に
坐
す
。
隋
室
 
既
に
亡
び
、
其
の
事
亦
寝
む
。
 
 
 

『
太
平
広
記
』
は
、
『
朝
野
余
載
』
を
出
典
と
す
る
と
い
う
が
、
こ
の
記
事
は
見
え
ず
、
 
 

ま
た
、
楊
秀
の
伝
 
（
『
隋
書
』
巻
四
五
）
 
に
も
関
連
す
る
事
実
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

し
か
し
、
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
隋
代
に
は
猫
が
呪
術
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
禁
令
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
隋
末
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

二
 
唐
代
の
猫
 
 

は
じ
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
唐
詩
に
お
い
て
、
最
初
に
猫
が
登
場
す
る
の
は
、
武
后
に
仕
え
て
先
天
年
間
（
七
 
 

一
二
～
七
一
三
）
 
に
没
し
た
閣
朝
隠
の
 
「
鶴
鵡
猫
児
篇
」
 
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
一
一
、
『
全
 
 

唐
詩
』
巻
六
九
。
全
五
三
句
）
 
で
あ
り
、
そ
の
序
文
か
ら
中
宗
の
太
子
舎
人
で
あ
っ
た
時
 
 

に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

鶉
鵡
、
慧
鳥
也
、
猫
、
不
仁
獣
也
。
飛
翔
其
背
焉
、
噛
啄
其
陳
焉
。
肇
之
緑
之
、
踏
 
 
 

之
履
之
、
弄
之
籍
之
、
船
路
然
此
為
自
得
、
彼
亦
以
為
自
得
。
畏
者
無
所
起
其
畏
、
忍
 
 
 

者
無
所
行
其
忍
、
抑
血
属
旧
故
之
不
若
。
臣
卯
践
太
子
舎
人
、
朝
暮
侍
従
、
預
見
其
事
。
 
 
 

聖
上
方
以
礼
楽
文
章
為
功
業
、
朝
野
歓
娯
。
強
梁
充
斥
之
輩
、
願
為
臣
妾
、
稽
顛
閣
下
 
 
 

者
目
方
計
。
尋
両
天
下
一
統
、
実
以
為
恵
可
以
伏
不
意
、
仁
可
以
伏
不
仁
、
亦
太
平
非
 
 
 

常
之
明
証
。
事
恐
久
遠
、
風
雅
所
映
、
再
拝
稽
首
、
為
之
篇
云
、
 
 

鶉
鵡
は
、
慧
鳥
な
り
、
猫
は
、
不
仁
の
獣
な
り
。
其
の
背
に
飛
翔
し
、
其
の
陳
を
噛
 
 
 

み
啄
む
。
之
に
準
じ
之
に
縁
り
、
之
を
踏
み
之
を
履
み
、
之
を
弄
し
之
を
着
き
、
船
路
 
 

お
も
 
 
 

然
と
し
て
此
れ
自
得
す
と
為
し
、
彼
も
亦
 
自
得
す
と
以
為
う
。
畏
る
者
は
其
の
畏
れ
 
 
 

を
起
こ
す
所
無
く
、
忍
ぶ
者
も
其
の
忍
ぶ
こ
と
を
行
う
所
無
く
、
抑
そ
も
血
属
・
旧
放
 
 

こ
れ
 

み
だ
 
 
 

も
之
若
か
ず
。
臣
は
卯
り
に
太
子
舎
人
を
践
み
、
朝
暮
 
侍
従
し
、
其
の
事
に
預
見
す
。
 
 
 

聖
上
は
方
に
礼
楽
・
文
革
を
以
て
功
業
と
為
し
、
朝
野
は
歓
娯
す
。
強
梁
・
充
斥
の
輩
 
 

つ
 
 
 

は
、
臣
妾
と
為
ら
ん
こ
と
を
願
い
、
閣
下
に
稽
顛
す
る
者
は
日
に
万
計
。
尋
い
で
天
下
 
 

お
も
え
 
 

一
統
す
、
実
に
以
為
ら
く
、
恵
は
以
て
不
意
を
伏
せ
し
む
可
く
、
仁
は
以
て
不
仁
を
伏
 
 
 

せ
し
む
可
き
こ
と
、
亦
太
平
・
非
常
の
明
証
な
り
と
。
宇
 
久
遠
に
し
て
、
風
雅
の
快
 
 
 

く
る
所
あ
る
を
恐
れ
、
再
拝
 
稽
首
し
て
之
が
篇
を
為
し
て
云
う
、
 
 
 

鶉
鵡
は
知
恵
の
あ
る
鳥
で
あ
り
、
猫
は
思
い
や
り
の
な
い
動
物
で
あ
り
な
が
ら
、
互
い
 
 

に
相
手
を
恐
れ
ず
忍
耐
も
せ
ず
に
「
自
得
」
し
て
共
存
し
て
い
る
の
は
、
「
聖
上
（
武
則
夫
）
」
 
 

の
も
た
ら
し
た
「
太
平
」
 
の
お
か
げ
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

詩
は
猫
と
鶉
鵡
の
描
写
が
錯
綜
し
て
い
て
意
味
の
と
り
に
く
い
部
分
が
多
町
。
 
 
 

1
2
彼
何
為
今
隠
隠
振
振
 
 
彼
は
何
為
れ
ぞ
隠
隠
振
振
た
る
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第
十
二
句
か
ら
十
五
句
ま
で
は
、
「
彼
」
 
が
猫
、
「
此
」
が
鶉
鵡
を
指
し
て
い
て
、
そ
れ
 
 

ぞ
れ
を
描
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
十
句
か
ら
三
十
一
句
ま
で
は
、
鶴
鵡
が
猫
 
 

を
く
ち
ば
し
で
つ
つ
い
た
り
す
る
も
の
の
、
猫
は
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
 
 

5
0
国
有
君
今
国
有
臣
 
 

5
1
君
為
主
今
臣
為
賓
 
 

5
2
賢
為
君
今
徳
為
飾
 
 

5
3
千
年
万
歳
今
心
転
憶
 
 

1
3
此
何
為
今
緑
衣
翠
襟
 
 

1
4
彼
何
為
今
宕
蒼
義
義
 
 

1
5
此
何
為
今
好
貌
好
音
 
 

1
6
彷
彷
今
祥
祥
 
 

1
7
似
妖
姫
躍
歩
今
動
羅
裳
 
 

1
8
趨
趨
今
船
路
 
 

1
9
若
処
子
退
陣
今
登
玉
堂
 
 

2
0
麦
有
獣
也
 
 

2
1
安
其
忍
 
 

2
2
野
其
脇
 
 

2
3
距
其
胸
 
 

2
4
与
之
放
暁
浪
浪
合
 
 

2
5
従
従
容
容
 
 

2
6
鈎
爪
距
牙
也
 
 

2
7
宵
行
昼
伏
無
以
当
 
 

2
8
遇
之
今
忘
味
 
 

2
9
持
撃
騰
榔
也
 
 

3
0
朝
飛
暮
嗅
無
以
拒
 
 

3
1
逢
之
今
屏
気
 
 

此
れ
は
何
為
れ
ぞ
緑
衣
翠
襟
な
る
 
 

彼
は
何
為
れ
ぞ
蒼
蒼
義
義
た
る
 
 

此
れ
は
何
為
れ
ぞ
好
貌
好
音
な
る
 
 

彷
彷
と
し
て
祥
祥
た
り
 
 

妖
姫
の
躍
歩
し
て
羅
裳
を
動
か
す
に
似
た
り
 
 

趨
趨
と
し
て
船
路
た
り
 
 

処
子
の
陣
を
過
ら
し
て
玉
堂
に
登
る
が
若
し
 
 

愛
に
獣
有
り
 
 

む
○
 
 

其
の
忍
き
に
安
ん
ず
 
 

つ
い
ば
 
 

其
の
脇
を
野
み
 
 

つ
め
 
 

其
の
胸
に
距
た
つ
 
 

之
と
放
暁
・
浪
浪
と
し
て
 
 

従
従
容
容
た
り
 
 

鈎
爪
と
距
牙
と
 
 

宵
に
行
き
昼
に
伏
し
て
以
て
当
た
る
無
く
 
 

之
に
遇
わ
ば
味
を
忘
れ
 
 

持
撃
騰
榔
す
 
 

朝
に
飛
び
て
暮
に
嗅
ぎ
て
以
て
拒
む
無
く
 
 

之
に
逢
わ
ば
屏
気
す
 
 

国
に
君
有
り
て
国
に
臣
有
り
 
 

君
 
主
と
為
り
て
臣
 
賓
と
為
る
 
 

賢
 
君
と
為
り
て
徳
 
飾
り
と
為
る
 
 

う
た
 
 

千
年
 
万
歳
 
心
に
転
た
憶
わ
ん
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

封 

こ
の
詩
の
作
ら
れ
る
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
事
が
、
唐
・
張
鷲
『
朝
野
愈
載
』
 
 

巻
五
に
見
え
て
い
る
。
 
 

則
夫
時
、
調
猫
児
与
鶉
鵡
同
器
食
、
命
御
史
彰
先
覚
監
、
遍
示
百
官
及
天
下
考
便
。
 
 
 

伝
看
未
遍
、
猫
児
飢
、
遂
殴
殺
鶉
鵡
以
餐
之
。
則
夫
甚
悦
。
武
者
国
姓
、
殆
不
祥
之
徹
 
 
 

也
。
 
 

な
 
 

則
夫
の
時
、
猫
児
と
鶉
鵡
と
を
調
ら
し
て
器
を
同
じ
く
し
て
食
ら
わ
し
、
御
史
彰
先
 
 
 

覚
に
命
じ
て
監
せ
し
め
、
遍
く
百
官
及
び
天
下
の
考
便
に
示
す
。
伝
え
看
し
む
る
こ
と
 
 

カ   

未
だ
遠
か
ら
ざ
る
に
、
循
児
飢
え
、
遂
に
餃
み
て
鶉
鵡
を
殺
し
以
て
之
を
餐
ら
う
。
則
 
 

き
ぎ
し
 
 
 

天
 
甚
だ
悦
ず
。
武
は
国
の
姓
な
り
、
殆
ど
不
祥
の
徴
な
り
。
 
 
 

「
鶉
鵡
」
 
の
 
「
鵡
」
字
に
は
 
「
武
」
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
鶉
鵡
が
猫
に
か
み
殺
さ
れ
た
 
 

と
こ
ろ
か
ら
不
祥
の
徴
と
さ
れ
た
出
来
事
を
、
太
平
を
賛
美
す
る
作
品
に
仕
上
げ
た
と
こ
 
 

つ
づ
 
ろ
が
、
閣
朝
隠
が
、
「
性
滑
稽
、
属
辞
奇
諷
。
」
 
（
性
 
滑
稽
に
し
て
、
辞
を
属
る
こ
と
奇
 
 

詭
な
り
。
）
と
評
さ
れ
る
理
由
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
新
居
書
』
巻
三
十
四
、
 
 

五
行
志
一
、
鼠
妖
の
項
に
は
、
猫
の
登
場
す
る
記
事
が
五
例
見
え
て
い
る
。
 
 
 

①
竜
朔
元
年
十
一
月
、
洛
州
猫
鼠
同
処
。
鼠
隠
伏
象
盗
窃
、
猫
職
捕
噛
、
而
反
与
鼠
同
、
 
 
 

象
司
盗
者
廃
職
容
姦
。
 
 

竜
朔
元
年
（
六
六
一
）
 
十
一
月
、
洛
州
に
て
猫
鼠
 
同
に
処
る
。
鼠
の
隠
伏
す
る
は
 
 
 

盗
窃
に
象
る
、
猫
は
捕
噛
を
職
と
す
、
而
る
に
反
っ
て
鼠
と
同
に
す
る
は
、
盗
を
司
る
 
 

ゆ
る
 
 
 

者
の
職
を
廃
し
て
姦
を
容
す
に
象
る
。
 
 
 

②
弘
道
初
、
梁
州
倉
有
大
鼠
、
長
二
尺
鎗
、
為
猫
所
噛
。
少
選
、
衆
万
鎗
鼠
、
州
道
人
 
 
 

捕
撃
殺
之
、
鎗
皆
去
。
 
 

た
け
 
 

弘
道
 
（
六
人
三
～
六
人
四
）
 
の
初
め
、
梁
州
の
倉
に
大
鼠
有
り
、
長
二
尺
鎗
、
猫
の
 
 

し
ぎ
ら
〈
 
 
 

噛
む
所
と
為
る
。
少
l
遷
し
て
、
万
鎗
の
鼠
を
衆
め
、
州
 
人
を
遣
わ
し
て
捕
撃
し
て
之
 
 
 

を
殺
さ
し
め
ん
と
す
る
に
、
鎗
は
皆
な
去
る
。
 
 
 

③
天
宝
元
年
十
月
、
貌
郡
猫
鼠
同
乳
。
同
乳
者
、
甚
干
同
処
。
 
 

天
宝
元
年
（
七
四
二
）
十
月
、
貌
郡
に
て
猫
鼠
 
同
に
乳
す
。
同
に
乳
す
る
者
－
、
同
 
 
 

＋か  



「猫と漢詩」札記  

お
 
 
 

に
処
る
よ
り
も
甚
だ
し
。
 
 
 

④
大
暦
十
三
年
六
月
、
随
右
節
度
使
朱
批
、
於
兵
家
得
猫
鼠
同
乳
、
以
献
。
 
 

大
暦
十
三
年
 
（
七
七
人
）
 
六
月
、
随
右
節
度
使
朱
批
、
兵
家
に
於
い
て
猫
鼠
の
同
に
 
 
 

乳
す
る
を
得
、
以
て
献
ず
。
 
 
 

⑤
大
和
三
年
、
成
都
猫
鼠
相
乳
。
 
 

大
和
三
年
（
八
二
九
）
、
成
都
の
猫
鼠
 
相
い
乳
す
。
 
 
 

④
に
つ
い
て
は
、
『
旧
居
書
』
巻
三
十
七
、
五
行
志
の
記
述
の
ほ
う
が
、
『
新
唐
書
』
 
よ
 
 

り
も
詳
細
で
あ
る
。
以
下
に
引
い
て
お
こ
う
。
 
 

〔
大
暦
〕
 
十
三
年
六
月
戊
成
、
随
右
折
源
県
軍
士
遭
貴
家
、
猫
鼠
同
乳
、
不
相
害
、
 
 
 

節
度
使
朱
批
籠
之
以
献
。
宰
相
常
褒
率
百
僚
拝
表
賀
、
中
書
舎
人
握
祐
甫
日
、
此
物
之
 
 
 

失
性
也
。
…
…
。
」
帝
深
然
之
。
 
 

〔
大
暦
〕
 
十
三
年
六
月
戊
成
、
随
右
 
折
源
県
の
軍
士
 
趨
貴
の
家
、
猫
鼠
 
同
に
 
 
 

乳
し
、
相
い
嘗
な
わ
ず
、
節
度
使
朱
批
 
之
を
籠
め
て
以
て
献
ず
。
宰
相
常
套
 
▲
自
僚
 
 
 

を
率
い
拝
し
て
賀
を
表
す
る
に
、
中
書
舎
人
荏
祐
甫
日
く
、
此
れ
物
の
性
を
失
え
る
も
 
 
 

の
な
り
。
…
…
。
」
帝
 
深
く
之
を
然
り
と
す
。
 
 
 

こ
れ
ら
は
、
②
を
除
い
て
、
猫
と
鼠
が
と
も
に
棲
ん
で
い
た
り
、
鼠
が
母
猫
か
ら
乳
を
 
 

飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
ま
れ
に
朝
廷
に
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
事
例
で
あ
る
。
 
 

ま
た
こ
れ
ら
の
記
事
と
は
別
に
、
『
新
居
書
』
巻
二
百
二
十
三
上
、
姦
臣
伝
上
、
李
義
府
 
 

伝
に
は
、
李
義
府
（
六
一
四
～
六
六
六
）
を
「
人
猫
」
と
呼
ん
だ
逸
話
が
見
え
て
い
る
。
 
 

義
府
貌
柔
恭
、
与
人
言
、
嬉
恰
・
微
笑
。
而
陰
賊
編
忌
著
干
心
、
凡
件
意
者
、
背
中
 
 
 

傷
之
。
時
号
義
府
笑
中
刀
。
又
以
柔
而
害
物
、
号
人
猫
。
 
 

義
府
は
貌
 
柔
恭
に
し
て
、
人
と
言
う
に
、
嬉
恰
・
微
笑
す
。
而
る
に
陰
賊
・
編
忌
 
 
 

心
に
著
わ
れ
、
凡
そ
意
に
件
ら
う
者
は
、
皆
な
之
を
中
傷
す
。
時
に
義
府
を
笑
中
の
刀
 
 
 

と
号
す
。
又
柔
に
し
て
物
を
害
な
う
を
以
て
、
人
猫
と
号
す
。
 
 
 

猫
の
し
な
や
か
な
動
作
と
得
体
の
知
れ
な
い
不
気
味
さ
が
、
「
人
猫
」
 
の
語
を
生
ん
だ
 
 

も
の
で
あ
ろ
、
つ
。
 
 
 

閣
朝
隠
の
 
「
鵜
鵡
猫
児
篇
」
 
が
作
ら
れ
て
か
ら
数
年
後
に
、
在
日
用
 
（
六
七
三
～
七
二
 
 

「
大
家
」
は
、
近
臣
が
天
子
を
呼
ぶ
語
。
「
金
亀
」
は
、
金
の
袋
飾
の
亀
符
。
『
旧
居
書
』
 
 

巻
四
十
五
、
輿
服
志
に
、
 
 

高
祖
武
徳
元
年
九
月
、
改
銀
菟
符
為
銀
魚
符
。
…
…
天
授
元
年
九
月
、
改
内
外
所
侃
 
 
 

魚
並
作
亀
。
久
視
元
年
十
月
、
職
事
三
晶
己
上
亀
袋
、
宜
用
金
飾
、
四
品
用
銀
飾
、
…
…
。
 
 
 

神
竜
元
年
二
月
、
内
外
官
五
品
己
上
依
旧
侃
魚
袋
。
 
 

高
祖
 
武
徳
元
年
九
月
、
銀
菟
符
を
改
め
て
銀
魚
符
と
為
す
。
…
…
天
授
元
年
九
月
、
 
 
 

内
外
の
侃
ぶ
る
所
の
魚
を
改
め
て
並
び
に
亀
と
作
す
。
久
視
元
年
十
月
、
職
事
三
晶
己
 
 
 

上
の
亀
袋
は
、
宜
し
く
金
飾
を
用
い
、
四
品
は
銀
飾
を
用
う
べ
し
、
…
…
。
神
竜
元
年
 
 
 

二
月
、
内
外
官
の
五
品
己
上
は
旧
に
依
り
て
魚
袋
を
侃
ぶ
。
 
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
本
草
詩
』
 
に
見
え
る
よ
う
に
緋
魚
袋
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
『
本
 
 

草
詩
』
 
が
こ
の
詩
を
引
用
す
る
前
後
の
文
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
 
（
沈
任
期
の
詞
 
 

は
省
略
す
る
）
。
 
 

沈
任
期
以
罪
涌
、
遇
恩
、
復
官
秩
、
未
練
未
復
。
嘗
内
宴
、
群
臣
皆
歌
過
渡
楽
、
撰
 
 
 

詞
起
舞
、
因
是
多
求
遷
擢
。
任
期
詞
日
、
…
…
。
中
宗
即
以
緋
魚
賜
之
。
荏
日
用
為
御
 
 
 

史
中
丞
、
賜
紫
。
是
時
侃
魚
須
有
特
恩
。
亦
因
内
宴
、
中
宗
命
群
臣
撰
詞
、
日
用
日
、
 
 
 

…
…
。
中
宗
亦
以
緋
魚
賜
之
。
 
 

沈
任
期
 
罪
を
以
て
諭
せ
ら
れ
、
恩
に
遇
い
て
、
官
秩
を
復
せ
ら
る
る
も
、
朱
紋
は
 
 
 

二
）
 
の
 
「
金
魚
詞
」
 
（
『
本
草
詩
』
嘲
戯
第
七
、
『
唐
詩
紀
事
』
巻
一
〇
、
『
全
唐
詩
』
巻
八
 
 

六
九
。
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
四
十
九
、
詩
題
は
『
全
唐
詩
』
に
よ
る
）
が
善
か
れ
て
い
る
。
 
 

台
中
鼠
子
直
須
詰
 
 

信
足
跳
梁
上
壁
貪
 
 

伶
翻
燈
脂
汚
張
五
 
 

還
来
者
帯
報
韓
三
 
 

莫
浪
語
 
 

直
王
相
 
 

大
家
必
若
賜
金
亀
 
 

売
却
猫
児
相
報
賞
 
 

台
中
の
鼠
子
は
直
だ
須
く
る
詰
べ
し
 
 

信
に
跳
梁
し
て
壁
貪
に
上
る
に
足
る
 
 

借
り
て
燈
脂
を
翻
し
て
張
五
を
汚
し
 
 

還
り
来
っ
て
帯
を
寄
り
て
韓
三
に
報
ゆ
 
 

浪
り
に
語
る
こ
と
莫
か
れ
 
 

あ
 
 

王
相
に
直
た
る
と
 
 

大
家
 
必
ず
若
し
金
亀
を
賜
え
ば
 
 

猫
児
を
売
却
し
て
相
い
報
賞
せ
ん
 
 

し  



後 藤 秋 正   

明
ら
か
に
道
理
が
通
ら
な
い
不
合
理
な
世
の
中
を
風
刺
す
る
一
篇
で
あ
り
、
鼠
が
猫
の
 
 

肉
を
食
べ
よ
う
と
す
る
と
い
う
の
も
、
賢
人
が
迫
害
を
受
け
る
こ
と
に
喩
え
た
も
の
で
あ
 
 

ろ
、
㌢
 
 
 

『
全
唐
詩
』
巻
八
百
七
十
三
に
は
、
蓑
請
（
七
一
九
～
七
九
三
）
 
の
「
又
判
争
猫
児
状
」
 
 

を
載
せ
る
。
ネ
コ
の
子
の
所
有
権
に
関
わ
る
判
決
状
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
蓑
請
は
、
『
新
 
 

巻
二
二
）
 
で
あ
ろ
う
。
 
 

独
鹿
独
鹿
 
 

鼠
食
猫
肉
 
 

鳥
目
中
鶴
露
宿
 
 

黄
河
水
直
人
心
曲
 
 

未
だ
復
せ
ず
。
嘗
て
内
宴
あ
り
て
、
群
臣
 
皆
な
過
渡
楽
を
歌
い
、
詞
を
撰
し
て
起
ち
 
 
 

て
舞
う
は
、
是
れ
に
因
り
て
多
く
遷
擢
を
求
め
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
任
期
の
詞
に
日
く
、
 
 
 

…
…
と
。
中
宗
 
即
ち
緋
魚
を
以
て
之
に
賜
う
。
荏
日
用
 
御
史
中
丞
と
為
り
、
紫
を
 
 
 

賜
わ
る
。
是
の
時
 
魚
を
侃
ぶ
る
は
特
恩
を
須
つ
。
亦
内
宴
あ
る
に
因
り
て
、
中
宗
 
 
 

群
臣
に
命
じ
て
詞
を
摸
せ
し
む
る
に
、
日
用
日
く
、
…
…
と
。
中
宗
 
亦
緋
魚
を
以
て
 
 
 

之
に
賜
う
。
 
 
 

「
緋
魚
」
は
、
緋
魚
袋
。
緋
衣
と
魚
符
袋
。
唐
代
で
は
五
品
以
上
の
者
が
侃
び
る
こ
と
 
 

に
な
っ
て
い
た
。
荏
日
用
が
も
し
中
宗
の
意
に
適
っ
て
緋
魚
袋
を
下
賜
さ
れ
た
な
ら
ば
、
 
 

そ
の
魚
を
食
べ
る
猫
は
邪
魔
だ
か
ら
売
り
払
っ
て
し
ま
お
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
宗
 
 

が
復
位
し
た
の
は
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
 
の
こ
と
で
あ
り
、
景
竜
四
年
（
七
一
〇
）
 
六
月
 
 

に
は
毒
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
詞
が
善
か
れ
た
の
は
そ
の
間
の
事
で
あ
る
。
『
旧
唐
書
』
 
 

巻
九
十
九
、
荏
日
用
伝
に
は
、
「
日
用
才
弁
過
人
、
見
事
敏
速
、
毎
朝
廷
有
事
、
転
禍
為
福
、
 
 

以
取
富
貴
。
」
 
（
日
用
の
才
弁
は
人
に
過
ぎ
、
事
を
見
る
に
敏
速
、
朝
廷
に
専
有
る
毎
に
、
 
 

禍
を
転
じ
て
福
と
為
し
、
以
て
富
貴
を
取
る
。
）
 
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
た
逸
話
も
、
 
 

「
禍
を
転
じ
て
福
と
為
し
」
た
も
の
で
は
な
い
が
、
日
用
の
優
れ
た
「
才
弁
」
を
示
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

つ
い
で
猫
が
見
え
る
の
は
王
建
の
 
「
独
演
歌
」
 
（
『
楽
府
詩
集
』
 
巻
五
五
、
『
全
唐
詩
』
 
 

独
鹿
 
独
鹿
 
 

鼠
 
猫
の
肉
を
食
ら
わ
ん
と
す
 
 

烏
は
日
中
に
あ
り
て
鶴
は
露
宿
す
 
 

黄
河
は
水
直
き
も
人
心
は
曲
る
 
 

唐
書
』
巻
百
三
十
 
（
『
旧
居
書
』
巻
一
二
六
）
 
に
伝
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
字
 
 

は
士
明
、
洛
陽
の
人
。
安
禄
山
の
乱
の
時
に
史
思
明
に
捕
ら
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
 
 

た
が
死
を
免
れ
、
代
宗
に
仕
え
て
慶
州
刺
史
な
ど
を
歴
任
し
、
徳
宗
の
治
世
に
な
る
と
問
 
 

州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
太
子
右
庶
子
と
し
て
呼
び
戻
さ
れ
、
 
 

兵
部
侍
郎
か
ら
河
南
ヂ
・
東
都
副
留
守
と
な
っ
て
没
し
た
。
死
後
に
は
礼
部
尚
書
を
贈
ら
 
 

れ
て
い
る
。
本
伝
に
は
、
 
 
 

諸
悪
法
吏
舞
文
、
或
挟
宿
怨
為
重
軽
、
因
献
獄
官
蔵
以
諷
。
…
‥
請
祝
事
未
嘗
敢
当
 
 
 

正
処
。
以
寛
厚
和
易
為
治
、
不
鞄
人
以
鍼
。
 
 

語
 
法
吏
の
文
を
舞
わ
し
、
或
い
は
宿
怨
を
挟
み
て
重
軽
を
為
す
を
悪
み
、
因
り
て
 
 
 

獄
官
の
蔵
を
献
じ
て
以
て
諷
す
。
…
…
諸
 
事
を
視
る
に
未
だ
嘗
て
敢
え
て
正
処
に
当
 
 

せ
 
 
 

た
ら
ず
。
寛
厚
・
和
易
を
以
て
治
を
為
し
、
人
を
鞄
む
る
に
鍼
を
以
て
せ
ず
。
 
 

と
言
う
か
ら
、
大
ら
か
な
性
格
の
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
又
判
争
猫
児
状
」
は
、
鄭
柴
撰
『
開
天
伝
信
記
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
が
、
今
村
与
 
 

志
雄
『
猫
談
義
』
 
（
【
参
考
文
献
】
参
照
）
 
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
『
開
天
伝
 
 

信
記
』
（
百
川
学
梅
本
。
『
古
今
事
文
類
衆
』
別
集
巻
一
一
に
も
）
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
 
 

又
有
婦
人
投
状
争
猫
児
。
状
云
、
若
是
児
猫
、
即
是
児
猫
、
若
不
是
児
猫
、
即
不
是
 
 
 

児
猫
。
誇
大
笑
、
判
状
云
、
…
…
。
遂
納
其
猫
児
。
争
者
亦
晒
。
 
 

又
婦
人
の
状
を
投
じ
て
猫
児
を
争
う
こ
と
有
り
。
状
に
云
う
、
若
し
是
れ
児
の
猫
、
 
 
 

即
ち
是
れ
児
の
猫
、
若
し
是
れ
児
の
猫
な
ら
ず
ん
ば
、
即
ち
是
れ
児
の
猫
な
ら
ず
。
請
 
 
 

大
い
に
笑
う
、
判
状
に
云
う
、
…
…
と
。
遂
に
其
の
猫
児
を
納
る
。
争
う
者
も
亦
晒
う
。
 
 
 

「
判
状
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
五
言
絶
句
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
 
 

猫
児
不
識
主
 
猫
児
は
主
を
識
ら
ず
 
 
と
 
 

穿
我
摘
老
鼠
 
我
に
寿
い
て
老
鼠
を
拗
る
 
 

も
ち
 
 

両
家
不
須
争
 
両
家
 
争
う
を
須
い
ず
 
 

も
 
 

将
来
与
蓑
請
 
将
ち
来
っ
て
蓑
諸
に
与
え
よ
 
 
 

『
猫
談
義
』
 
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
 
 

「
児
猫
」
 
の
 
「
児
」
 
は
、
若
い
男
女
の
自
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
ま
す
∩
 
 
 



「猫と漢詩」札記   

つ
ま
り
、
「
あ
た
し
の
ネ
コ
」
 
の
意
味
で
す
。
同
時
に
ま
た
、
「
猫
児
」
ネ
コ
の
意
味
に
 
 
 

も
か
け
て
お
り
ま
す
。
 
 

と
言
っ
て
い
る
。
 
 
 

大
暦
十
才
子
の
一
人
で
、
大
暦
五
年
 
（
七
七
〇
）
 
の
進
士
で
あ
る
李
端
の
 
「
長
安
に
て
 
 

事
に
感
じ
慮
給
に
［
王
す
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
八
六
。
全
四
〇
句
）
 
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
 
 

え
る
。
中
間
の
六
句
を
引
こ
う
。
 
 

『
唐
才
子
伝
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
李
端
は
進
士
に
登
第
し
て
秘
書
省
校
吾
郎
と
な
っ
た
 
 

あ
と
、
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
に
、
い
っ
た
ん
官
を
辞
し
て
終
南
山
の
草
堂
寺
に
住
ん
 
 

で
い
た
。
詩
は
そ
の
時
の
作
で
あ
る
と
言
う
。
「
迎
猫
」
 
の
句
は
明
ら
か
に
 
『
礼
記
』
 
を
 
 

踏
ま
え
て
農
村
の
臓
祭
の
習
俗
を
描
き
、
来
る
年
が
豊
作
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
 
 
 

み
。
 
 
 

柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
 
の
「
役
夫
張
進
の
骸
を
掩
う
」
（
『
柳
河
東
集
』
巻
四
三
、
 
 

『
全
唐
詩
』
巻
三
五
三
。
全
三
〇
句
）
 
は
、
役
夫
と
し
て
誠
実
に
努
め
た
張
進
の
遺
骸
が
 
 

租
末
な
埋
葬
の
さ
れ
方
を
し
た
の
で
、
手
厚
く
改
葬
し
た
こ
と
を
詠
ず
る
。
 
 

1
9
猫
虎
獲
迎
祭
 
 

2
0
犬
烏
有
蓋
椎
 
 

1
生
死
悠
悠
爾
 
 

2
一
気
衆
散
之
 
 

3
偶
来
紛
喜
怒
 
 

4
奄
忽
己
復
辞
 
 

2
1
草
合
挽
遮
雨
 
 

2
2
荊
裔
不
磯
風
 
 

2
3
梨
教
通
子
守
 
 

2
4
酒
是
遠
師
供
 
 

2
5
椚
軋
欣
時
泰
 
 

2
6
迎
猫
達
豊
歳
 
 

の
み
 
生
死
は
悠
悠
た
る
爾
 
 

一
気
 
之
を
衆
散
す
 
 

偶
た
ま
来
り
て
紛
と
し
て
喜
怒
し
 
 

奄
忽
と
し
て
己
に
復
た
辞
す
 
 

猫
虎
は
迎
え
て
祭
ら
る
る
を
獲
 
 

犬
馬
も
蓋
椎
有
り
 
 

え  

草
舎
は
挽
か
に
雨
を
遮
り
 
 

さ
ま
た
 
 

荊
裔
は
風
を
擬
げ
ず
 
 

梨
は
通
子
に
教
え
て
守
ら
し
む
 
 

酒
は
是
れ
遠
師
の
供
 
 

ひ
ね
 
 

軋
を
椚
り
て
時
の
泰
き
を
欣
び
 
 

猫
を
迎
え
て
豊
歳
を
達
せ
ん
と
す
 
 

と
む
ら
 
 
 

2
1
仔
立
幅
爾
魂
 
仔
立
し
て
爾
が
魂
を
暗
う
も
 
 
 

2
2
豊
復
識
此
為
 
豊
に
復
た
此
の
為
す
こ
と
を
識
ら
ん
や
 
 
 

猫
で
さ
え
鼠
を
捕
ら
え
る
た
め
に
神
と
し
て
祭
ら
れ
、
犬
や
馬
で
さ
え
埋
葬
さ
れ
る
時
 
 

に
は
車
の
破
れ
た
覆
い
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
言
う
。
前
者
は
、
先
に
引
い
た
 
『
礼
記
』
 
 

郊
特
牲
を
踏
ま
え
、
後
者
は
、
『
礼
記
』
 
檀
弓
下
に
、
孔
子
の
 
「
畜
狗
」
 
が
死
ん
だ
時
の
 
 

孔
子
の
発
言
を
踏
ま
え
て
い
る
。
 
 
 

詩
で
は
な
い
が
柳
宗
元
に
は
、
「
三
戒
」
 
の
う
ち
の
一
篇
に
、
「
永
の
某
氏
の
鼠
」
 
（
『
柳
 
 

河
東
集
』
巻
一
九
）
 
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
永
州
の
某
氏
は
自
分
が
子
年
の
生
ま
れ
だ
っ
 
 

た
た
め
に
鼠
を
溺
愛
し
て
猫
や
犬
を
飼
わ
ず
、
家
中
を
鼠
の
好
き
勝
手
に
さ
せ
て
い
た
。
 
 

し
か
し
、
数
年
後
に
彼
が
他
の
州
に
転
居
す
る
と
、
別
の
人
が
そ
の
家
に
住
む
こ
と
に
な
っ
 
 

た
。
新
た
な
住
人
は
鼠
を
「
陰
類
の
悪
物
」
と
み
な
し
て
い
た
。
続
き
を
引
用
し
ょ
う
。
 
 
 

仮
五
六
猫
、
園
門
、
撤
瓦
港
穴
、
購
憧
羅
捕
之
。
殺
鼠
如
丘
。
棄
之
隠
処
、
真
数
月
 
 
 

乃
己
。
鳴
呼
、
彼
以
其
飽
食
無
禍
為
可
恒
也
哉
。
 
 

と
 

ひ
ら
 

み
ず
そ
そ
 
 

五
六
猫
を
仮
り
、
門
を
閣
じ
、
瓦
を
撒
き
穴
に
潅
ぎ
、
憧
を
購
い
て
之
を
羅
も
て
 
 

〈
さ
 
 
 

捕
ら
う
。
鼠
を
殺
す
こ
と
丘
の
如
し
。
之
を
隠
処
に
棄
つ
る
に
、
見
き
こ
と
数
月
に
し
 
 
 

て
乃
ち
己
む
。
鳴
呼
、
彼
 
其
の
飽
食
し
て
禍
い
無
き
を
以
て
恒
に
す
可
し
と
為
し
た
 
 
 

る
か
。
 
 
 

こ
の
話
柄
に
は
寓
意
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
猫
は
鼠
を
捕
食
す
る
存
在
と
し
 
 

て
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
こ
れ
も
詩
で
は
な
い
が
、
韓
愈
（
七
六
人
～
八
二
四
）
 
の
「
猫
 
相
い
乳
す
」
 
 

（
『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
一
四
）
 
も
引
い
て
お
こ
う
。
 
 

司
徒
北
平
王
家
、
猫
有
生
子
同
日
者
。
其
一
死
焉
。
有
二
子
飲
於
死
母
。
母
且
死
、
 
 
 

共
鳴
伊
伊
。
其
一
方
乳
其
子
、
若
聞
之
。
起
而
若
聴
之
、
走
而
若
政
之
。
衝
其
一
、
置
 
 
 

干
其
棲
。
又
往
如
之
、
反
而
乳
之
、
若
其
子
然
。
唸
、
亦
異
之
大
者
也
。
夫
猫
人
畜
也
。
 
 
 

非
性
於
仁
義
者
也
。
其
感
於
所
畜
者
乎
哉
。
…
…
 
 

司
徒
北
平
王
の
家
に
、
猫
の
子
を
生
む
こ
と
日
を
同
じ
く
す
る
者
有
り
。
其
の
一
 
 
 

死
せ
り
。
二
子
 
死
母
よ
り
飲
む
も
の
有
り
。
母
 
且
に
死
せ
ん
と
し
、
其
の
鳴
く
こ
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と
伊
伊
た
り
。
其
の
一
方
に
其
の
子
に
乳
せ
ん
と
し
て
、
之
を
聞
く
が
若
し
。
起
ち
 
 
 

て
之
を
聴
く
が
若
く
、
走
り
て
之
を
救
わ
ん
と
す
る
が
若
し
。
其
の
一
を
衝
み
、
其
の
 
 

す
み
か
 
 
 

棲
に
置
く
。
又
往
く
こ
と
之
の
如
く
、
反
り
て
之
に
乳
す
る
こ
と
、
其
の
子
の
若
く
 
 
 

然
り
。
唸
、
亦
 
異
の
大
な
る
者
な
り
。
夫
れ
猫
は
人
畜
な
り
。
仁
義
に
性
あ
る
者
に
 
 

や
し
な
 
 
 

非
ざ
る
な
り
。
其
の
畜
う
所
の
者
に
感
ず
る
か
。
…
…
 
 
 

猫
は
、
司
徒
北
平
王
で
あ
っ
た
馬
爆
（
七
二
六
～
七
九
五
）
 
の
人
徳
を
賛
美
す
る
た
め
 
 

の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
母
猫
が
他
の
母
猫
が
生
ん
だ
子
猫
を
可
愛
が
 
 

る
姿
が
描
写
さ
れ
た
初
め
て
の
文
章
で
あ
る
。
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
話
の
 
 

祖
型
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
逸
話
が
 
『
朝
野
愈
載
』
巻
三
に
見
え
て
い
る
。
 
 

河
東
孝
子
王
爆
家
、
猫
犬
互
乳
其
子
。
州
県
上
言
、
遂
豪
族
表
。
乃
是
猫
犬
同
時
産
 
 
 

子
、
取
猫
児
置
狗
葉
中
、
狗
子
置
猫
彙
内
、
慣
食
其
乳
、
遂
以
為
常
。
殆
不
可
以
異
論
 
 
 

也
。
 
 

河
東
の
孝
子
 
王
燵
の
家
、
猫
犬
 
互
い
に
其
の
子
に
乳
す
。
州
県
 
上
言
し
、
遂
 
 
 

に
旋
表
を
蒙
る
。
乃
ち
是
れ
猫
犬
 
時
を
同
じ
く
し
て
子
を
産
み
、
猫
の
児
を
取
り
て
 
 
 

狗
の
葉
中
に
置
き
、
狗
の
子
を
猫
の
案
内
に
置
き
、
其
の
乳
を
食
ら
う
に
慣
れ
し
め
、
 
 
 

遂
に
以
て
常
と
為
す
。
殆
ど
以
て
異
論
あ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
 
 
 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
猫
の
子
と
犬
の
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
子
を
産
ん
だ
ぼ
か
り
の
親
犬
と
 
 

親
猫
の
巣
穴
に
置
い
て
慣
れ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

元
積
（
七
七
九
～
八
三
一
）
の
「
江
辺
四
十
韻
」
（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
三
、
『
全
唐
詩
』
 
 

巻
四
〇
八
）
 
に
も
猫
が
登
場
す
る
。
こ
の
詩
に
は
、
「
官
為
修
宅
、
卒
然
有
作
、
因
招
李
 
 

六
侍
御
。
此
後
並
江
陵
時
作
。
」
 
（
官
 
為
に
宅
を
修
め
、
卒
然
と
し
て
作
有
り
、
因
り
て
 
 

李
六
侍
御
を
招
く
。
此
の
後
は
並
び
に
江
陵
の
時
の
作
。
）
 
と
い
う
自
注
が
あ
っ
て
、
元
 
 

和
五
年
（
八
一
〇
）
春
、
江
陵
府
（
湖
北
省
剤
沙
巾
）
の
士
曹
参
軍
に
左
遷
さ
れ
て
か
ら
、
 
 

元
和
十
年
 
（
八
一
五
）
 
二
月
、
長
安
に
帰
る
ま
で
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

1
官
借
江
辺
宅
 
官
は
借
る
江
辺
の
宅
 
 
 

2
天
生
地
勢
拗
 
天
は
生
ず
地
勢
の
拗
 
 

お
お
 
 
3
敲
危
餞
壊
構
 
敲
危
と
し
て
壊
構
餞
く
 
 

「
官
為
修
宅
…
…
」
詩
の
第
十
句
は
、
元
積
の
住
ん
で
い
た
官
舎
の
穀
物
倉
の
穀
物
を
 
 

食
い
尽
く
し
て
空
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
空
腹
に
耐
え
か
ね
た
鼠
が
猫
に
刃
向
か
う
 
 

こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

李
紳
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
「
憶
寿
春
廃
虎
坑
、
余
以
春
二
月
至
郡
、
主
吏
挙
所
職
、
 
 
 

江
陵
は
卑
湿
の
地
で
あ
り
、
左
遷
さ
れ
た
身
で
あ
る
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
元
積
に
と
っ
 
 

て
大
変
に
住
み
に
く
い
土
地
だ
っ
た
。
同
じ
江
陵
左
遷
中
の
七
律
「
夜
坐
」
 
（
『
全
唐
詩
』
 
 

巻
四
一
五
）
 
の
起
聯
と
領
聯
に
も
、
次
の
よ
う
な
句
が
見
え
て
い
る
。
 
 

4
邁
遽
援
長
郊
 
 

5
怪
脇
頻
棲
息
 
 

6
跳
蛙
願
渦
殺
 
 

7
尤
伯
虎
晦
嘩
 
 

8
総
無
寵
赦
繰
 
 

9
停
瞭
魚
招
猟
 
 

1
0
空
倉
鼠
敵
猫
 
 

1
1
土
虚
煩
穴
蟻
 
 

1
2
柱
朽
畏
蔵
蚊
 
 

1
3
蛇
旭
呑
楷
雀
 
 

1
4
財
狼
逐
野
廉
 
 

1
5
犬
驚
狂
浩
浩
 
 

1
6
難
乱
響
曜
曜
 
 

1
7
撞
落
貧
甘
守
 
 

1
8
荒
涼
桟
尽
包
 
 

雨
滞
更
愁
南
痺
毒
 
 

月
明
兼
喜
北
風
涼
 
 

古
城
楼
影
横
空
館
 
 

湿
地
虫
声
邁
暗
廊
 
 

な  

邁
過
と
し
て
長
郊
に
接
す
 
 

怪
脇
 
頻
り
に
棲
息
し
 
 

跳
蛙
 
頗
る
渦
殺
す
 
 

尤
も
泊
る
虎
の
晦
嘩
す
る
を
 
 

総
て
離
の
赦
擁
す
る
こ
と
無
し
 
 

瞭
を
停
め
て
魚
は
猟
を
招
き
 
 あ
 
 

倉
を
空
し
く
し
て
鼠
は
猫
に
敵
た
る
 
 

う
れ
 
 

土
虚
し
く
し
て
穴
蟻
を
煩
い
 
 

柱
朽
ち
て
蔵
蚊
を
畏
る
 
 

蛇
旭
 
楷
雀
を
呑
み
 
 

財
狼
 
野
廉
を
逐
う
 
 

犬
驚
き
て
狂
う
こ
と
浩
浩
 
 
 

難
乱
れ
て
響
く
こ
と
曙
曜
 
 

撞
落
と
し
て
貧
 
甘
ん
じ
て
守
り
 
 

こ
と
コ
と
 
 

荒
涼
と
し
て
桟
 
尽
く
包
む
 
 

雨
滞
り
て
更
に
愁
う
南
痺
の
毒
 
 

月
明
ら
か
に
し
て
兼
ね
て
喜
ぶ
北
風
の
涼
し
き
を
 
 

古
城
の
楼
影
 
空
館
に
横
た
わ
り
 
 

湿
地
の
虫
声
 
暗
廊
を
透
る
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称
零
山
多
虎
、
毎
歳
採
茶
為
息
、
択
肉
於
人
、
至
春
常
修
陥
穿
数
十
所
、
勤
猟
者
採
其
皮
 
 

晴
、
余
悉
除
罷
之
。
是
歳
、
虎
不
復
為
害
、
至
余
去
郡
三
載
」
（
『
追
昔
遊
集
』
巻
上
、
『
全
 
 

唐
詩
』
巻
四
人
〇
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
李
紳
が
寿
州
（
治
所
は
寿
春
県
）
刺
史
で
あ
っ
 
 

た
の
は
、
大
和
四
年
（
八
三
〇
）
 
二
月
か
ら
大
和
七
年
正
月
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
寿
州
 
 

管
内
の
蕃
山
県
（
安
徽
省
零
山
県
）
 
に
猛
獣
（
虎
）
 
が
多
く
、
人
々
に
危
害
を
加
え
て
い
 
 

た
。
こ
と
が
ら
は
、
李
紳
「
寿
陽
罷
郡
日
、
有
詩
十
首
、
与
追
懐
不
殊
、
今
編
於
後
兼
紀
 
 

瑞
物
〔
虎
不
食
人
〕
」
 
（
『
追
昔
遊
集
』
巻
上
、
『
全
唐
詩
』
巻
四
人
〇
）
 
の
序
に
も
、
 
 

零
山
県
多
猛
獣
、
頃
常
択
千
人
、
毎
至
釆
茶
及
礁
蘇
、
常
道
咲
食
、
人
不
堪
命
。
 
 

え
り
と
 
 

こ
の
○
ろ
 
 

零
山
県
に
猛
獣
多
く
、
頃
常
に
人
を
択
り
、
釆
茶
及
び
礁
蘇
に
至
る
毎
に
、
常
 
 
 

に
咲
食
せ
ら
る
る
に
遭
い
、
人
 
命
に
堪
え
ず
。
 
 

と
見
え
て
い
る
。
『
新
居
書
』
巻
百
八
十
一
、
李
紳
伝
に
、
「
零
山
多
虎
、
摘
茶
者
病
之
。
 
 

治
機
穿
、
発
民
跡
射
、
不
能
止
。
紳
至
、
尽
去
之
、
虎
不
為
暴
。
」
 
（
零
山
に
虎
多
く
、
茶
 
 

つ
 
 

を
摘
む
者
 
之
を
病
む
。
機
穿
を
治
め
、
民
を
発
し
て
跡
射
せ
し
む
る
も
、
止
む
能
わ
ず
。
 
 

紳
至
り
、
尽
く
之
を
去
る
に
、
虎
 
暴
を
為
さ
ず
。
）
 
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
詩
題
や
序
 
 

を
踏
ま
え
た
記
述
で
あ
ろ
う
。
虎
を
捕
獲
し
て
殺
す
よ
う
な
残
酷
な
手
段
を
廃
止
し
た
と
 
 

こ
ろ
、
か
え
っ
て
虎
が
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 

匪
将
履
尾
求
兢
暢
 
 

那
効
探
雛
所
思
争
 
 

当
路
絶
群
嘗
誠
暴
 
 

為
猫
駆
禰
亦
先
迎
 
 

毎
推
至
化
宣
鎗
力
 
 

量
用
潜
機
雷
爾
生
 
 

休
逐
財
狼
止
貧
戻
 
 

好
為
仁
獣
答
皇
明
 
 
 

第
四
句
の
 
「
駆
禰
」
 
 

猟
為
蒐
、
夏
猟
為
酉
、
 
 

し
、
秋
猟
を
禰
と
為
し
、
冬
猟
を
狩
と
為
す
。
）
 
と
言
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
秋
の
猟
 
 

秋
猟
為
禰
、
冬
猟
為
狩
。
」
 
（
春
猟
を
蒐
と
為
し
、
夏
猟
を
酉
と
為
 
 

あ
ら
 
 
 

ふ
 
 
 

将
に
尾
を
履
み
て
兢
暢
を
求
め
ん
と
す
る
に
匪
ず
 
 

う
れ
 
 
 

な
ら
 
 
 

那
ぞ
効
わ
ん
雛
を
患
い
争
う
所
に
探
る
に
 
 
 

路
に
当
た
っ
て
は
群
れ
を
絶
ち
て
嘗
て
暴
を
試
め
 
 

つ
〈
 
 
 

猫
を
為
り
て
駆
禰
せ
ん
と
し
て
亦
先
ず
迎
う
 
 

つ
ね
 
 
 

毎
に
至
化
を
推
し
て
宣
し
く
力
を
験
す
べ
し
 
 
 

豊
に
潜
機
を
用
い
て
爾
が
生
を
害
せ
ん
や
 
 

や
 
 
 

財
狼
を
逐
う
を
休
め
て
貧
戻
を
止
む
れ
ば
 
 

よ
ろ
 
 
好
し
く
仁
獣
と
為
り
て
皇
明
に
答
え
ん
 
 

は
、
他
の
例
を
見
な
い
語
だ
が
、
『
爾
雅
』
釈
天
・
祭
名
に
、
 
 
「
春
 
 

に
あ
た
っ
て
、
虎
を
駆
り
た
て
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
一
句
は
、
猫
 
 

神
を
迎
え
祀
っ
て
、
虎
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
な
く
追
い
払
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

つ
い
で
路
徳
延
の
百
句
か
ら
な
る
長
篇
の
 
「
小
児
詩
」
 
（
『
唐
詩
紀
事
』
 
巻
六
三
は
 
「
核
 
 

児
詩
」
に
作
る
、
『
全
唐
詩
』
巻
七
一
九
）
 
に
も
猫
が
登
場
す
る
。
『
旧
居
書
』
巻
百
七
十
 
 

七
、
路
巌
伝
に
よ
れ
ば
、
路
徳
延
は
、
大
中
 
（
八
四
七
～
八
六
〇
）
 
中
の
進
士
で
、
二
郡
 
 

の
刺
史
を
経
て
給
事
中
と
な
っ
た
路
岳
の
子
で
あ
る
。
『
唐
詩
紀
事
』
 
に
よ
る
と
、
路
徳
 
 

延
は
数
歳
で
 
「
芭
蕉
詩
」
を
賎
し
て
名
を
知
ら
れ
、
光
化
（
八
九
人
～
九
〇
一
）
 
の
初
め
 
 

に
進
士
に
登
第
。
天
祐
 
（
九
〇
四
～
九
〇
七
）
 
中
に
拾
遺
を
授
け
ら
れ
た
。
正
史
に
は
た
 
 

だ
一
箇
所
、
『
旧
唐
書
』
 
巻
二
十
下
、
哀
帝
紀
に
、
昭
宗
の
山
陵
の
建
設
に
功
績
が
あ
っ
 
 

た
者
が
天
祐
二
年
（
九
〇
五
）
四
月
、
緋
魚
袋
を
賜
っ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
「
右
 
 

拾
遺
路
徳
延
」
の
名
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
河
中
節
度
使
の
朱
友
謙
（
朱
簡
）
 
 

㈲
 
の
書
記
と
な
っ
た
。
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
 
『
太
平
広
記
』
巻
一
七
 
 

五
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
み
。
 
 
 

友
謙
初
贋
札
待
之
。
然
徳
延
性
浮
薄
騎
慢
、
動
多
件
物
、
友
謙
稽
僻
礼
。
徳
延
乃
作
 
 
 

孜
児
詩
五
十
韻
、
以
刺
友
謙
。
友
謙
聞
而
大
怒
、
有
以
援
禍
。
乃
因
酔
沈
之
黄
河
。
詩
 
 
 

実
佳
作
也
。
 
 

や
や
 
 

友
謙
 
初
め
頗
る
之
を
礼
待
す
。
然
る
に
徳
延
は
性
 
浮
薄
・
騎
慢
に
し
て
、
動
も
 
 

さ
か
ら
 

よ
う
や
〈
お
こ
た
 
 
 

す
れ
ば
物
に
件
う
こ
と
多
く
、
友
謙
も
稽
礼
を
僻
る
。
徳
延
 
乃
ち
核
児
の
詩
五
 
 

と
 
 
 

そ
し
 
 
 

十
韻
を
作
り
、
以
て
友
謙
を
剃
る
。
友
謙
 
聞
き
て
大
い
に
怒
り
、
以
て
禍
を
掻
か
ん
 
 
 

と
す
る
こ
と
有
り
。
乃
ち
酔
う
に
因
り
て
之
を
黄
河
に
沈
む
。
詩
は
実
は
佳
作
な
り
。
 
 
 

猫
の
表
れ
る
部
分
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。
 
 

1
7
赦
竹
来
為
馬
 
 

1
8
新
蒲
所
作
鞭
 
 

1
9
鴬
雛
金
鉱
繋
 
 

2
0
筋
子
練
糸
牽
 
 

2
1
擁
鶴
帰
晴
島
 
 

赦
竹
 
乗
り
て
馬
と
為
し
 
 

新
蒲
 
折
り
て
鞭
と
作
す
 
 

ひ  つ
な
 
 

鴬
雛
 
金
鉱
繋
ぎ
 
 
 

筋
子
 
練
糸
牽
く
 
 

鶴
を
擁
し
て
晴
島
に
帰
り
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9
9
明
時
方
任
徳
 
明
時
 
方
に
徳
に
任
ず
 
 
 

1
0
0
勧
爾
減
狂
顛
 
爾
に
勧
む
狂
顛
を
減
ぜ
よ
 
 
 

「
猫
子
」
を
『
太
平
広
記
』
巻
百
七
十
五
、
宋
・
趨
与
時
『
賓
退
録
』
巻
六
な
ど
は
、
「
禍
 
 

子
」
に
作
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
小
さ
な
犬
を
指
す
。
唐
代
の
宮
中
な
ど
で
小
犬
が
飼
わ
れ
 
 

て
い
た
こ
と
は
、
資
料
に
散
見
す
る
。
例
え
ば
『
開
元
天
宝
道
草
』
巻
一
と
『
酉
陽
雑
狙
』
 
 

巻
一
に
は
、
天
宝
末
年
の
こ
と
と
し
て
、
玄
宗
と
親
王
が
碁
を
囲
ん
だ
時
に
、
玄
宗
が
負
 
 

け
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
貴
妃
が
 
「
康
国
」
 
の
 
「
禍
子
」
を
盤
上
に
放
っ
て
窮
地
を
救
っ
 
 

た
と
い
う
話
が
見
え
て
い
る
し
、
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
八
十
六
、
「
塵
項
表
妓
」
 
の
条
に
 
 

は
『
玄
怪
録
』
を
出
典
と
し
て
、
滝
州
刺
史
慮
項
の
お
ば
が
、
「
花
子
」
と
名
づ
け
た
「
禍
 
 

子
」
を
可
愛
が
っ
て
い
た
話
を
載
せ
る
。
ま
た
、
詩
に
お
い
て
は
、
ち
ん
を
指
す
「
禍
児
一
 
 

の
語
が
見
え
る
。
 
 

白
雪
禍
児
払
地
行
 
白
雪
 
禍
児
 
地
を
払
い
て
行
く
 
 

慣
眠
紅
毯
不
曾
驚
 
紅
毯
に
眠
る
こ
と
に
慣
れ
て
曾
て
驚
か
ず
 
 

王
涯
「
宮
詩
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
四
六
）
 
 

禍
児
睡
魔
喚
不
醒
 
禍
児
 
睡
魔
 
喚
べ
ど
も
醒
め
ず
 
 

満
窓
撲
落
銀
塘
影
 
満
窓
 
撲
落
た
り
銀
塘
の
影
 
 

成
彦
雄
「
寒
夜
吟
」
 
（
『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
七
二
、
『
全
唐
詩
』
巻
七
五
九
）
 
 
 

「
練
糸
」
は
、
色
ど
り
鮮
や
か
な
い
と
で
あ
り
、
こ
れ
で
猫
を
つ
な
い
で
お
い
た
の
で
 
 

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
既
に
見
た
よ
う
に
、
「
猫
」
 
で
は
な
く
、
「
禍
」
 
に
作
る
可
能
 
 

性
が
極
め
て
高
い
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
晩
唐
の
詩
に
は
と
き
お
り
猫
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
光
化
年
間
（
八
 
 

九
人
～
九
〇
一
）
 
の
初
め
に
進
士
に
登
第
し
た
と
さ
れ
る
苑
陽
の
人
、
慮
延
譲
の
詩
句
に
 
 

触
れ
て
お
こ
う
。
彼
の
詩
句
は
 
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
十
五
 
（
『
全
唐
詩
続
補
遺
』
 
巻
一
三
 
 

に
も
）
 
に
見
え
て
い
る
。
 
 

曾
献
王
建
詩
、
有
栗
爆
焼
髭
破
、
猫
跳
触
鼎
翻
。
後
建
冬
夜
与
藩
楷
平
葦
辺
事
、
旋
 
 
 

2
2
駆
鵡
入
暖
泉
 
鷲
を
駆
り
て
暖
泉
に
入
る
 
 

唐
詩
』
巻
八
〇
六
）
 
 

夫
物
有
所
用
 
 

用
之
各
有
宜
 
 

用
之
若
失
所
 
 
 

一
関
復
一
顧
 
 

円
整
而
方
柄
 
 

令
宮
人
焼
栗
、
俄
有
数
栗
爆
出
、
焼
繍
蒋
。
時
建
多
疑
、
嘗
於
燵
中
焼
金
鼎
、
命
二
妃
 
 
 

親
侍
湯
茶
而
己
。
是
夜
宮
猫
相
戯
、
惧
触
鼎
翻
、
建
良
久
日
、
栗
爆
焼
髭
破
、
憶
得
度
 
 
 

延
譲
巻
有
此
一
聯
、
乃
知
先
輩
裁
詩
、
信
無
虚
境
。
来
日
、
遂
有
六
行
之
拝
。
自
給
事
 
 
 

中
拝
工
部
。
…
…
楊
大
年
云
、
延
譲
詩
至
今
存
、
人
亦
有
絶
好
之
者
。
其
播
人
口
、
有
 
 
 

旅
舎
言
懐
云
…
…
、
懐
江
上
云
、
餓
猫
臨
鼠
穴
、
峻
犬
舐
魚
砧
。
…
…
栗
爆
猫
跳
之
句
、
 
 
 

王
建
愛
之
。
慮
嘗
謂
人
目
、
平
生
投
謁
公
卿
、
不
意
得
猫
狗
力
。
 
 

曾
て
王
建
に
詩
を
献
ず
る
に
、
栗
爆
け
て
髭
を
焼
き
て
破
り
、
猫
跳
び
て
鼎
に
触
れ
 
 
 

て
翻
す
有
り
。
後
 
建
 
冬
夜
に
播
嶋
と
辺
事
を
平
草
す
る
に
、
旋
ち
宮
人
を
し
て
栗
 
 
 

を
焼
か
し
む
る
に
、
俄
に
数
栗
の
爆
け
出
づ
る
こ
と
有
り
て
、
繍
裾
を
焼
く
。
時
に
建
 
 
 

疑
う
こ
と
多
し
、
嘗
て
燵
中
に
金
鼎
を
焼
く
に
、
二
妃
に
命
じ
て
親
ら
湯
茶
を
侍
せ
し
 
 

や
や
 
 
 

む
る
の
み
。
是
の
夜
 
宮
猫
相
い
戯
れ
、
惧
り
て
鼎
に
触
れ
て
翻
す
、
建
 
良
久
し
く
 
 
 

し
て
日
く
、
栗
爆
け
て
髭
を
焼
き
て
破
る
、
慮
延
譲
の
巻
に
此
の
一
聯
有
る
を
憶
い
得
 
 
 

て
、
乃
ち
先
輩
の
詩
を
裁
す
る
に
、
信
に
虚
境
無
き
を
知
る
と
。
来
る
日
、
遂
に
六
行
 
 
 

の
拝
有
り
。
給
事
中
よ
り
工
部
に
拝
せ
ら
る
。
…
…
楊
大
年
云
う
、
延
譲
の
詩
は
今
に
 
 

は
な
は
 
 
 

至
る
も
存
し
、
人
の
亦
之
を
絶
だ
好
む
者
あ
り
。
其
の
人
口
に
播
く
も
の
、
旅
舎
言
 
 
 

懐
有
り
て
云
う
…
…
と
、
江
上
を
懐
う
に
云
う
、
餓
猫
は
鼠
穴
に
臨
み
、
峻
犬
は
魚
砧
 
 
 

を
舐
む
と
。
…
…
栗
爆
け
猫
跳
ぶ
の
句
は
、
王
建
 
之
を
愛
す
。
慮
 
嘗
て
人
に
謂
い
 
 

お
も
 
 
 

て
日
く
、
平
生
 
公
卿
に
投
じ
謁
す
る
に
、
意
わ
ざ
り
き
猫
狗
の
力
を
得
る
と
は
。
 
 
 

慮
延
譲
は
イ
ヌ
と
猫
が
登
場
す
る
句
を
詠
じ
、
こ
れ
が
前
局
を
建
て
た
王
建
（
八
四
七
 
 

～
九
一
人
）
 
の
共
感
を
得
た
こ
と
か
ら
、
知
遇
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

唐
詩
の
最
後
に
猫
が
登
場
す
る
の
は
、
寒
山
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
六
）
 
と
拾
得
（
『
全
 
 

の
詩
で
あ
ろ
う
か
。
寒
山
の
詩
に
は
二
例
が
見
え
る
。
 
 

夫
れ
物
に
所
用
有
り
 
 

之
を
用
う
る
に
各
お
の
宜
し
き
有
り
 
 

之
を
用
う
る
に
若
し
所
を
失
わ
ば
 
 

一
関
 
復
た
一
顧
 
 

円
整
に
し
て
方
柄
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「猫と漢詩」札記  

し
か
な
 
 

悲
哉
空
爾
為
 
悲
し
い
か
な
空
し
く
爾
為
せ
る
の
み
 
 

騨
鰭
将
捕
鼠
 
騨
鰭
 
将
に
鼠
を
捕
ら
え
ん
と
す
る
も
 
 

不
及
吸
猫
児
 
吸
猫
児
に
も
及
ば
ず
 
 
 

最
後
の
一
聯
に
は
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
『
荘
子
』
秋
水
篇
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
 
 

麒
・
牒
・
騨
・
騒
、
一
日
而
馳
千
里
、
捕
鼠
不
如
狸
牲
、
言
殊
技
也
。
 
 

麒
・
牒
・
騨
・
騒
は
、
一
日
に
し
て
千
里
を
馳
す
る
も
、
鼠
を
捕
ら
う
る
こ
と
狂
に
 
 
 

如
か
ず
と
は
、
技
を
殊
に
す
る
を
言
う
な
り
。
 
 
 

「
狸
牲
」
は
、
野
猫
、
ま
た
は
山
猫
と
願
の
こ
と
と
も
二
字
で
山
猫
を
指
す
と
も
言
う
。
 
 

寒
山
の
句
は
、
ど
ん
な
名
馬
で
も
鼠
を
捕
ら
え
る
能
力
に
お
い
て
は
足
の
悪
い
猫
に
も
及
 
 
 

ば
な
い
よ
う
に
、
 
 

昔
時
可
可
貧
 
 

今
朝
最
貧
凍
 
 

作
事
不
語
和
 
 
 

触
途
成
任
惚
 
 

行
泥
屡
脚
屈
 
 

坐
社
頻
腹
痛
 
 

失
却
斑
猫
児
 
 

老
鼠
囲
飯
聾
 
 

末
の
一
聯
は
、
ま
だ
ら
模
様
の
猫
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
鼠
た
ち
が
、
か
め
に
入
 
 

れ
た
餌
を
我
が
物
顔
に
あ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
が
、
何
ら
か
の
比
喩
が
あ
る
だ
ろ
、
で
 
 

拾
得
の
詩
に
は
一
 
 
 

若
解
捉
老
鼠
 
 
 

不
在
五
白
猫
 
 
 

若
能
悟
理
性
 
 
 

那
由
錦
繍
包
 
 
 

真
珠
入
席
袋
 
 
 

仏
性
止
蓬
茅
 
 

そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。
 
 

き
の
う
や
や
 
 
 

昔
時
は
可
可
貧
し
き
に
 
 
 

今
朝
は
最
も
貧
凍
な
り
 
 
 

事
を
作
し
て
語
和
せ
ず
 
 
 

途
に
触
れ
て
任
惚
を
成
す
 
 
 

泥
を
行
き
て
摩
し
ば
脚
屈
し
 
 
 

社
に
坐
し
て
頻
り
に
腹
痛
す
 
 
 

斑
猫
児
を
失
却
し
て
 
 
 

老
鼠
 
飯
聾
を
囲
む
 
 

例
が
見
え
る
。
 
 

よ
 
 

解
く
老
鼠
を
捉
う
る
が
若
き
は
 
 

五
自
の
猫
の
み
に
在
ら
ず
 
 

能
く
理
性
を
悟
る
が
若
き
は
 
 

那
ん
ぞ
錦
繍
の
包
に
由
ら
ん
や
 
 

真
珠
は
席
袋
に
入
り
 
 

仏
性
は
蓬
茅
に
止
ま
る
 
 
 

と
あ
る
。
「
五
白
猫
児
」
 
の
語
は
、
『
五
燈
会
元
』
巻
十
一
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。
銭
 
 

学
烈
『
寒
山
拾
得
詩
校
評
』
 
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
人
）
 
が
、
「
当
指
四
脚
及
鼻
口
 
 

五
処
白
色
的
黒
猫
、
猫
譜
上
名
為
『
踏
雪
尋
梅
』
。
乃
猫
中
佳
品
。
」
と
注
釈
を
加
え
て
い
 
 

る
よ
う
に
、
白
い
斑
点
が
数
か
所
に
あ
る
猫
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
猫
は
、
よ
く
鼠
を
捕
 
 

る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
つ
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
『
説
郭
』
 
巻
七
十
七
下
の
 
「
猫
名
」
 
の
条
と
 
『
広
 
 

博
物
志
』
巻
四
十
七
に
は
、
ま
っ
た
く
同
文
の
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
て
い
る
。
 
 

張
持
好
猫
。
其
一
日
東
守
、
二
日
白
鳳
、
三
日
紫
英
、
四
日
怯
憤
、
五
日
錦
帯
、
六
 
 
 

日
雲
図
、
七
日
万
貫
。
皆
価
値
数
金
、
次
不
可
勝
数
。
 
 

張
持
 
猫
を
好
む
。
其
の
一
を
東
守
と
日
い
、
二
を
白
鳳
と
日
い
、
三
を
紫
英
と
日
 
 
 

い
、
四
を
怯
憤
と
日
い
、
五
を
錦
帯
と
日
い
、
六
を
雲
図
と
日
い
、
七
を
万
貫
と
日
う
。
 
 

あ
た
 
 
 

皆
な
価
は
数
金
に
値
る
、
次
は
勝
げ
て
数
う
可
か
ら
ず
。
 
 
 

前
掲
『
中
国
社
会
風
俗
史
』
 
は
、
『
赦
楼
記
』
を
引
き
、
こ
の
記
事
の
前
半
部
分
に
続
 
 

け
て
、
「
〔
張
持
は
〕
退
朝
し
て
中
門
を
は
い
る
と
、
数
十
匹
の
猫
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
尾
を
立
て
 
 

頸
を
す
り
つ
け
た
と
い
わ
れ
、
…
…
」
と
言
っ
て
い
る
。
『
赦
楼
記
』
 
の
原
典
は
確
認
で
 
 

き
な
か
っ
た
が
、
張
持
が
、
『
旧
居
書
』
巻
一
九
下
、
倍
宗
本
紀
の
乾
符
二
年
（
八
七
五
）
 
 

一
群
取
相
漠
一
群
の
 
相
を
取
る
漠
は
 
 

用
意
総
無
交
 
意
を
用
う
る
も
て
総
て
交
わ
る
こ
と
無
か
ら
ん
 
 
 

「
五
白
猫
」
 
の
語
は
、
こ
れ
以
前
の
用
例
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
後
の
例
に
な
る
 
 

が
、
梅
毒
臣
「
祭
猫
」
 
（
『
宛
陵
集
』
巻
四
人
）
 
に
、
 
 

自
有
五
白
猫
 
 

鼠
不
便
我
書
 
 

今
朝
五
白
死
 
 

祭
与
飯
与
魚
 
 

送
之
子
中
河
 
 

呪
爾
非
爾
疎
 
 

五
白
の
猫
を
有
し
て
よ
り
 
 

鼠
は
我
が
書
を
侵
さ
ず
 
 

今
朝
 
五
白
死
し
 
 

祭
り
て
飯
と
魚
と
を
与
う
 
 

之
を
中
河
に
送
り
 
 
台
ろ
そ
 
 

爾
を
呪
す
る
は
爾
を
疎
か
に
す
る
に
非
ず
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後 藤 秋 正  

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
整
理
し
よ
う
。
猫
は
、
収
穫
物
に
害
を
与
え
る
 
 

鼠
を
捕
食
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
少
な
く
と
も
唐
末
ま
で
は
愛
玩
の
対
象
と
し
て
は
詠
 
 

じ
ら
れ
て
い
な
い
。
古
代
に
お
い
て
は
、
害
獣
を
駆
除
す
る
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
、
神
 
 

と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
猫
に
こ
の
よ
う
な
神
的
性
格
を
賦
与
し
た
の
は
『
礼
 
 

記
』
 
で
あ
っ
て
、
猫
に
神
格
が
賦
与
さ
れ
た
こ
と
が
「
猫
鬼
」
 
の
逸
話
を
生
む
こ
と
に
も
 
 

な
っ
た
。
 
 
 

唐
代
に
い
た
る
と
よ
う
や
く
猫
を
詠
ず
る
詩
歌
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
閣
朝
隠
の
 
 

「
鶉
鵡
猫
児
篇
」
は
難
解
で
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
多
い
が
、
朝
廷
で
猫
が
飼
わ
れ
始
め
 
 

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
荏
日
用
の
 
「
乞
金
魚
詞
」
に
は
、
猫
の
好
物
と
し
 
 

て
の
魚
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
王
建
「
独
演
歌
」
に
お
け
る
猫
は
、
比
 
 

喩
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
猫
の
姿
を
描
出
す
る
も
の
で
は
な
い
。
李
端
の
詩
は
、
『
礼
 
 

記
』
 
で
言
及
さ
れ
た
猫
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
柳
宗
元
の
詩
と
李
紳
の
詩
に
お
い
 
 

て
も
同
様
で
あ
る
。
元
積
の
詩
に
お
い
て
は
、
江
陵
で
の
特
異
な
生
活
環
境
を
描
く
も
の
 
 

と
し
て
登
場
す
る
。
路
徳
延
の
詩
は
、
猫
が
朝
廷
の
外
に
お
い
て
も
飼
わ
れ
始
め
た
こ
と
 
 

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
寒
山
と
拾
得
の
詩
に
お
い
て
も
、
寓
意
は
あ
る
に
し
て
も
、
 
 

猫
は
鼠
を
捕
ら
え
る
動
物
と
し
て
登
場
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
唐
代
ま
で
の
詩
文
 
 

に
お
い
て
、
身
近
な
飼
い
猫
の
日
常
の
姿
を
詠
じ
た
作
品
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

先
に
梅
毒
臣
「
祭
猫
」
 
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
た
が
、
身
近
な
猫
の
姿
が
詩
に
詠
じ
ら
 
 

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
陸
源
（
一
一
二
五
～
一
二
 
 

一
〇
）
に
は
、
五
絶
「
贈
猫
」
（
『
剣
南
詩
満
』
巻
一
五
）
、
「
得
猫
於
近
村
、
以
雪
児
名
之
、
 
 

戯
為
作
詩
」
（
同
、
巻
二
三
）
、
「
贈
粉
鼻
」
（
同
、
巻
二
八
）
、
「
嘲
畜
猫
」
（
同
、
巻
三
人
）
、
 
 

の
記
事
に
、
湖
州
刺
史
か
ら
庭
州
刺
史
に
遷
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
張
持
と
同
一
人
物
 
 

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
唐
末
に
、
大
変
な
猫
好
き
が
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

貴
重
な
塩
と
交
換
に
子
猫
を
手
に
入
れ
た
が
、
貧
乏
な
の
で
書
物
を
護
っ
て
く
れ
る
功
 
 

労
に
十
分
に
報
い
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 

五
律
「
贈
猫
」
 
（
同
、
四
二
）
、
「
鼠
屡
敗
吾
書
、
偶
得
狸
奴
捕
殺
無
虚
日
、
群
鼠
幾
空
、
 
 

為
賦
此
詩
」
 
（
同
、
巻
六
五
）
、
七
絶
「
贈
猫
」
 
（
同
、
巻
八
五
）
 
な
ど
の
、
猫
を
主
題
と
 
 

す
る
詩
が
あ
る
。
「
嘲
畜
猫
」
 
（
同
、
巻
三
人
）
 
の
自
注
に
は
、
「
俗
言
猫
為
虎
舅
。
…
…
。
 
 

又
謂
海
州
猫
為
天
下
第
一
。
」
 
（
俗
に
猫
を
言
い
て
虎
舅
と
為
す
。
…
…
。
又
謂
う
海
州
の
 
 

猫
は
天
下
第
一
為
り
と
。
）
 
と
言
う
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
は
猫
の
格
付
け
も
行
わ
れ
て
い
 
 

た
の
で
あ
る
。
最
後
に
陸
瀞
の
五
絶
、
「
贈
猫
」
を
引
い
て
お
こ
う
。
 
 

1
 
金
沢
庄
三
郎
『
猫
と
鼠
』
 
（
亜
細
亜
研
究
叢
書
第
▲
編
、
創
元
社
、
一
九
四
七
）
 
は
、
「
然
ら
ば
猫
 
 
 

の
出
現
以
前
に
於
け
る
鼠
の
征
服
者
は
何
で
あ
つ
た
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
狸
と
崩
で
、
こ
の
こ
と
 
 
 

は
独
り
我
国
の
み
で
な
く
、
支
那
で
も
欧
羅
巴
で
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
…
…
支
那
で
も
鯉
と
崩
と
 
 
 

は
猪
と
共
通
し
て
用
ひ
ら
れ
て
い
る
。
」
と
言
い
、
陸
佃
『
坤
雅
』
、
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
、
『
広
雅
』
、
 
 
 

張
自
烈
 
『
正
字
通
』
 
を
引
い
て
、
「
勝
と
鯉
と
相
通
用
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
煩
雑
 
 
 

さ
を
避
け
る
た
め
に
、
猫
 
（
猫
）
 
に
限
っ
て
論
及
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
鄭
恢
主
編
『
事
物
異
名
分
類
詞
典
』
 
（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
 
に
は
、
猫
の
異
 
 
 

名
が
人
種
類
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
引
く
出
典
と
と
も
に
掲
出
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

〔
蒙
貴
〕
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
狙
続
集
・
 
 

〔
女
奴
〕
 
五
代
・
張
泌
 
『
赦
楼
記
・
女
奴
』
 
 

支
動
』
 
 

〔
鳥
貝
（
鳥
円
）
〕
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
狙
・
支
動
』
、
明
二
尚
啓
「
寄
王
七
孝
廉
乞
猫
」
 
 

〔
白
老
〕
宋
・
孫
突
『
履
斎
示
児
編
・
雑
記
・
人
物
異
名
』
 
 

衰
塩
迎
得
小
狸
奴
 
 

尽
護
山
房
万
巻
害
 
 

悪
悦
家
貧
策
勲
簿
 
 

寒
無
塩
坐
食
無
魚
 
 

〔
天
子
妃
〕
宋
・
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
巻
一
〇
 
 

〔
虎
舅
〕
 
宋
・
陸
諒
「
嘲
畜
猫
」
詩
自
注
 
 

つ
つ
 
 

塩
を
衰
ん
で
小
狸
奴
を
迎
え
得
た
り
 
 

こ
と
○
と
 
 

尽
く
護
る
山
房
 
万
巻
の
書
 
 

と
君
 
 

恋
悦
す
家
に
策
勲
の
簿
貧
し
く
 
 

寒
に
毯
坐
す
る
無
く
食
に
魚
無
き
を
 
 

〔
竃
前
老
虎
〕
 
『
何
典
』
第
九
回
 
 

〔
狸
奴
〕
宋
・
陸
諒
「
贈
猫
」
詩
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「猫と漢詩」札記  

5  4  7 6   

ち
な
み
に
、
『
初
学
記
』
、
『
北
堂
書
紗
』
、
『
芸
文
類
衆
』
 
に
は
、
猫
の
項
は
な
い
。
ま
た
、
『
太
平
 
 

御
覧
』
巻
九
一
二
に
は
猫
の
項
が
見
え
て
お
り
、
『
詩
経
』
、
『
爾
雅
』
、
『
平
子
』
、
『
北
史
』
 
か
ら
各
一
 
 

条
、
『
唐
書
』
 
か
ら
二
条
を
引
い
て
い
る
。
な
お
、
宋
・
祝
穆
挨
『
古
今
事
文
類
衆
』
後
集
巻
四
一
、
 
 

毛
虫
部
に
は
、
「
猫
」
、
「
死
願
為
猫
」
、
「
猫
鼠
相
乳
」
の
ほ
か
、
散
文
で
は
、
来
鵠
（
来
鵬
）
「
猫
虎
説
」
、
 
 

荏
祐
甫
「
猫
鼠
議
」
、
韓
愈
「
猫
相
乳
説
」
を
、
詩
で
は
、
黄
庭
堅
「
乞
猫
」
、
同
「
謝
周
元
之
送
猫
」
、
 
 

陸
瀞
「
贈
猫
」
、
劉
克
荘
「
詰
猫
」
を
収
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
清
・
呉
宝
芝
挨
『
花
木
鳥
獣
集
類
』
 
 

巻
下
に
は
、
「
猪
」
 
の
項
が
あ
っ
て
、
「
豪
貴
」
 
と
 
「
猪
」
 
と
は
別
の
二
物
で
あ
る
と
す
る
な
ど
、
九
 
 

条
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
猫
に
は
、
「
雪
姑
」
と
い
う
別
名
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

旬
の
切
り
方
は
、
『
唐
詩
紀
事
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
）
、
お
よ
び
王
仲
鋪
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』
（
巴
 
 

萄
書
社
、
一
九
八
九
）
 
に
よ
っ
た
。
今
村
与
志
雄
『
猫
談
義
 
今
と
昔
』
 
（
【
参
考
文
献
】
参
照
）
 
は
 
 

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
「
別
天
武
后
が
、
ネ
コ
を
畏
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
致
し
ま
し
た
が
、
 
 

こ
の
詩
は
、
そ
う
い
う
ネ
コ
嫌
い
の
君
主
の
心
理
に
迎
合
し
た
戯
作
の
要
素
が
、
多
分
に
あ
り
ま
す
。
」
 
 

と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

『
新
唐
書
』
巻
二
〇
二
、
閣
朝
隠
伝
。
 
 
 

胡
漠
生
編
著
『
唐
楽
府
詩
訳
析
』
 
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
 
は
、
「
鼠
食
猫
肉
、
喩
賢
人
 
 

受
悪
人
所
害
。
」
と
言
い
、
全
体
に
つ
い
て
は
、
「
這
首
詩
諷
刺
社
会
上
的
歪
風
邪
気
・
不
合
理
的
現
象
。
」
 
 

と
言
う
。
 
 
 

苑
之
麟
・
呉
庚
舜
主
編
『
全
唐
詩
典
故
辞
典
』
増
訂
本
（
湖
北
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
 
の
「
迎
 
 

猫
 
（
迎
祭
猫
虎
）
」
 
の
項
は
、
こ
の
旬
を
引
い
て
、
「
這
裏
用
 
¶
迎
猫
』
 
迂
指
農
村
祭
礼
、
自
叙
与
農
 
 

民
共
習
俗
。
」
と
言
う
。
 
 
 

『
太
平
広
記
』
巻
二
六
四
は
、
職
名
を
「
河
中
判
官
」
と
し
て
い
る
。
 
 
 

『
唐
詩
紀
事
』
 
は
、
『
太
平
広
記
』
巻
一
七
五
の
記
載
を
や
や
簡
略
化
し
て
載
せ
る
。
ま
た
、
『
太
 
 

平
広
記
』
巻
二
六
四
（
出
典
を
『
北
夢
項
言
』
と
す
る
が
、
『
北
夢
項
言
』
巻
三
に
路
巌
の
記
事
は
あ
っ
 
 

て
も
、
路
徳
延
の
名
は
見
え
な
い
）
、
「
路
徳
延
」
 
の
条
に
見
え
る
関
連
部
分
の
記
載
は
、
以
卜
の
よ
 
 

う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
華
書
局
活
字
本
『
太
平
広
記
』
は
、
「
王
公
」
を
「
主
公
」
に
作
る
。
 
 

河
西
判
官
路
徳
延
、
相
国
厳
之
蛭
、
岳
之
子
。
時
謂
才
俊
。
挺
進
士
第
、
西
平
王
朱
友
謙
幕
寮
。
 
 
 

放
窓
凌
慨
、
王
公
容
之
。
友
謙
背
梁
、
乞
於
晋
陽
。
井
使
初
至
、
礼
遇
方
謹
、
路
公
延
上
、
言
語
 
 
 

及
之
。
友
謙
憂
憤
、
囚
役
徳
延
於
黄
河
、
以
紆
禍
也
。
 
 

河
西
判
官
路
徳
延
は
、
相
国
巌
の
蛭
、
岳
の
子
な
り
。
時
に
才
俊
と
謂
う
。
進
士
の
第
に
擢
ん
 
 

ゆ
る
 
 
 

で
ら
れ
、
西
平
王
・
朱
友
謙
の
幕
寮
た
り
。
放
恋
・
凌
倣
な
る
も
、
王
公
 
之
を
容
す
。
友
謙
 
 
 

梁
に
背
き
、
晋
陽
に
乞
わ
ん
と
す
。
井
の
使
 
初
め
て
至
る
や
、
礼
遇
 
方
に
謹
む
に
、
路
 
公
 
 
 

延
上
に
て
、
言
語
し
て
之
に
及
ぶ
。
友
謙
 
憂
憤
し
、
因
り
て
徳
延
を
黄
河
に
投
じ
、
以
て
禍
を
 
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 1
 
 

【
参
考
文
献
 
（
入
手
し
、
も
し
く
は
見
る
こ
と
の
で
き
た
日
本
の
単
行
本
に
限
る
。
今
村
 
 

与
志
雄
氏
の
二
著
と
永
野
忠
一
氏
の
著
書
か
ら
は
特
に
恩
恵
を
蒙
っ
た
）
】
 
 

金
沢
庄
三
郎
『
猫
と
鼠
』
 
（
亜
細
亜
研
究
叢
書
第
一
編
、
創
元
社
、
一
九
四
七
・
二
）
 
 

大
木
卓
『
猫
の
民
俗
学
』
 
（
田
畑
書
店
、
一
九
七
五
・
七
。
詳
細
な
「
文
献
」
を
付
す
）
 
 

岡
田
章
雄
『
犬
と
猫
』
 
（
日
本
人
の
生
活
文
化
史
1
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
〇
・
三
）
 
 

石
田
孫
太
郎
『
猫
』
 
（
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
〇
・
一
一
。
一
九
一
〇
・
四
、
求
光
閣
書
店
刊
『
猫
』
 
 
 

の
覆
刻
版
、
小
仏
山
人
 
（
石
田
孫
太
郎
）
 
「
絶
筆
 
虎
猫
平
太
郎
」
を
増
補
）
 
 

今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
狙
』
 
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
〇
・
七
～
一
九
八
一
・
一
二
）
 
 

永
野
忠
一
『
日
中
を
繋
ぐ
唐
猫
 
中
国
の
猫
文
化
史
』
 
（
習
俗
双
書
第
一
〇
集
、
習
俗
同
攻
会
、
一
九
 
 
 

八
二
・
九
）
 
 

平
岩
米
吉
『
猫
の
歴
史
と
奇
話
』
 
（
動
物
文
学
会
発
行
・
池
田
書
店
発
売
、
一
九
八
五
・
二
）
 
 

今
村
与
志
雄
『
猫
談
義
 
今
と
昔
』
 
（
東
方
書
店
、
一
九
八
六
・
一
二
。
多
く
の
参
考
文
献
に
言
及
す
 
 
 

る
）
 
 

紆
か
ん
と
す
る
な
り
。
 
 

「
井
使
」
は
、
晋
陽
 
（
太
原
）
 
か
ら
の
使
者
。
朱
友
謙
は
、
後
梁
を
建
て
る
朱
全
忠
と
後
晋
を
建
て
 
 

る
李
克
用
の
間
で
、
ど
ち
ら
に
つ
く
か
は
っ
き
り
し
な
い
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
記
事
が
事
実
 
 

だ
と
す
れ
ば
、
路
徳
延
の
死
は
 
「
小
児
詩
」
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
太
平
 
 

と
 
 

広
記
』
巻
一
七
五
と
巻
二
六
四
で
は
、
共
通
す
る
記
述
も
あ
り
、
混
乱
を
見
せ
て
い
る
。
 
 
 

『
太
平
広
記
』
 
は
「
解
体
」
に
作
る
。
『
唐
詩
紀
事
』
 
に
従
っ
た
。
 
 
 

例
え
ば
太
田
悌
蔵
訳
注
『
寒
山
詩
』
 
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
）
 
は
、
「
斑
猫
児
」
に
注
し
て
、
「
寒
 
 

山
自
身
の
称
。
又
道
心
の
窮
困
し
て
煩
悩
の
跳
梁
す
る
に
喩
ふ
。
」
と
言
う
。
 
 

一
海
知
義
『
陸
瀞
語
彙
抄
』
 
（
読
瀞
会
、
二
〇
〇
三
）
 
は
、
猫
の
項
目
に
一
六
篇
の
詩
を
挙
げ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

『
会
稽
志
』
巻
一
七
に
、
「
猫
、
鼠
善
書
苗
、
猫
能
捕
鼠
去
西
之
害
、
故
字
従
苗
。
記
日
、
…
…
。
 
 

今
海
州
猫
最
任
。
俗
云
海
州
猫
曹
州
狗
。
」
 
（
猫
、
鼠
は
善
く
苗
を
害
い
、
猫
は
能
く
鼠
を
捕
ら
え
て
 
 

苗
の
害
を
去
る
、
故
に
字
は
苗
に
従
う
。
記
に
日
く
、
…
…
と
。
今
 
海
州
の
猫
は
最
も
任
し
。
俗
 
 

に
云
う
海
州
の
猫
 
曹
州
の
狗
と
。
）
 
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
陸
静
の
自
注
と
符
合
す
る
。
海
州
は
江
 
 

蘇
省
連
雲
港
市
、
曹
州
は
山
東
省
荷
沢
市
二
田
。
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後 藤 秋 正  

本
箱
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
二
九
日
か
ら
八
月
一
九
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
二
〇
 
 

〇
六
年
度
北
海
道
教
育
大
学
一
般
公
開
講
座
 
（
札
幌
校
）
 
「
文
学
に
見
ら
れ
る
身
近
な
動
 
 

物
－
ネ
コ
ー
」
（
全
三
回
）
 
の
う
ち
、
筆
者
が
担
当
し
た
「
中
国
の
詩
歌
に
登
場
す
る
猫
」
 
 

の
た
め
に
準
備
し
た
資
料
を
基
礎
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

〔
附
記
〕
 
 

（
札
幌
校
教
授
）
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